
【別冊】

「長崎まちづくりのグランドデザイン2050」資料・データ集（原案）

「長崎まちづくりのグランドデザイン2050」意見集

～ 「 み ら い の 長 崎 」 を み ん な で つ く ろ う ！ ～
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C h a p t e r  1 長崎まちづくりのグランドデザイン2050について（補足）

この章では、グランドデザインと他の計画との関係性や検討プロセスなど、グランドデザインの概要（本編補足）を記載しています。
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市政運営上の最上位計画である総合計画や都市計

画法に基づく都市計画マスタープランなどを踏まえ、「オール

長崎」でまちづくりの分野からも人口減少対策に向けた取

組みを進めるため、経済再生・定住促進につながる長期

的なまちづくりの方向性を共有するとともに、まちづくりの取

組みをイメージしやすくまとめたものです。

• 市政全般を網羅した市政運営上の

最上位計画です。

• 「めざす都市像」や「めざす2030年の

姿」を掲げるとともに、2030年の姿

に向けた方針を示すとともに、各施

策の具体的な事業計画も示してい

ます。

1 - 1：グランドデザインと他の計画との関係性

長崎まち づ く り の グ ラ ン ド デ ザ イ ン 2 0 5 0
（計画期間：2025年度（予定）～2050年度）

長崎市第五次総合計画
（計画期間：2022年度～2030年度）

長崎市都市計画マ ス タ ー プ ラ ン
（計画期間：2016年度～2035年度）

【グランドデザインと都心まちづくり構想の関係性】

• 都市計画法第18条の２の規定に基づき策定す

る、本市の都市計画に関する基本的な方針で

す。

• 人口減少下においても持続可能な将来都市構

造「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」を示して

います。

• 都市計画マスタープランは、都市計画を決定・変

更する際の根拠になるとともに、個々の都市計

画の相互関係を調整し、総合的・一体的な都

市づくりの方針となるものです。

長崎都心まちづくり構想
～都心部の取組みの具体化～

第五次総合計画 市民、事業者など

グランドデザインの位置付け

• 都心まちづくり構想は、長崎駅再整備や長崎スタ

ジアムシティなど、新たな集客拠点から生まれる効

果を都心部全体に波及するため、先行して都心部

の新しいまちづくりの指針として策定しました。

• 都心まちづくり構想は、グランドデザインにおける都

心部の取組みを詳細に示すものであり、グランドデ

ザインの内容などを勘案しながら、必要に応じて内

容を再整理します。

総合計画や都市計画マスタープランとの違い

都市計画マスタープラン

踏まえる

情報共有・

参画・協働

重点プロジェクト

アクションプラン

経済再生・少子化

対策プロジェクト

連携

•立地適正化計画

•地域公共交通計画

•住生活基本計画

•空家等対策計画 等

分野別個別計画
整合長崎まちづくりの

グランドデザイン2050

R6年4月策定
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1-2：「基盤づくり」と「仕組みづくり」から取組みを展開

基
盤
づ
く
り

仕
組
み
づ
く
り

まちを最大限活用する「体制」と「手法」

イメージ

出典：国土交通省「居心地が良く歩きたくなるグランドデ

レベルデザイン」

-

３

-

まち（舞台）

コンパクト・プラス・ネットワーク

質の高い暮らしや多様な活動を

生み出す「土地利用」

拠点をつなぐ

「道路」と「公共交通」

出典：国土交通省「次世代モビリティネットワークの検討」

イメージ

経済再生・定住促進をまちづくり分野から後押しするため、道路・公共交通・土地利用といった「基盤づく

り」と、まちの質を高めるための「仕組みづくり」を柱とし長期的なまちづくりの方向性を示しています。
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1 - 3：グランドデザイン策定背景

都市を取り巻く潮流

⚫ 都市部への急激な人口流入

⚫ 車社会化

✓ 安心・快適な暮らしの確保と財政・経

済面で持続可能な都市構造の実現

✓ 環境負荷の低減

✓ 災害に強いまちづくり

人口拡大期
人口減少・少子高齢化

による縮退期

✓ 拡大する都市へ対応するための

インフラ整備

✓ 開発コントロールによる都市の無

秩序な拡大抑制

ポスト・コロナ、

デジタル技術進展

量的拡大に対応 人口減少などへの対応

⚫ 暮らし方・働き方に対する意識、価

値観の変化・多様化

⚫ 生活サービス維持が困難な地域の発生

⚫ 地球温暖化の進行

⚫ 災害の頻発化・激甚化

✓ 多様な価値観や社会の変

化に対応するまちづくり

2000年代以降戦後から高度経済成長期
2020年代以降
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集約連携型の都市構造

1 - 3：グランドデザイン策定背景

長崎市が目指す将来都市構造

ネットワーク型コンパクトシティ長崎
長崎らしい「集約（コンパクト）」と「連携（ネットワーク）」の都市づくり

長崎市が目指す「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」は、都市機能の集約（コンパクト）を図るとともに、

各拠点や生活地区が公共交通などにより相互に連携（ネットワーク）した都市構造とすることで、人口減

少・高齢化に対応した、市民にとって快適で充実した暮らしを続けられるまちを目指します。

「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」のイメージ

⚫今後の人口減少・超高齢社会の進展に備えて、主要な地域に人口規模に応じた医療・

福祉・商業・業務等の都市機能を計画的に配置・誘導し、居住を緩やかに集約します。

⚫市民がライフスタイルにあわせた住まい方を選択できるよう、都市機能が集まった拠点と周

辺の生活地区の間で公共交通等による連携を図ります。

集約連携型の都市構造
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1 - 3：グランドデザイン策定背景

重点プロジェクト（令和５年度～令和８年度）

経済再生プロジェクト 少子化対策プロジェクト

まちづくり分野からも人口減少対策に

向けた取組みが必要

• 本市は、人口40万人を下回るなど非常に厳しい人口動態です。人口減少によって、

地域経済の縮小や各種産業の担い手不足、地域コミュニティの希薄化、地方行財

政運営への悪影響などさまざまな社会的・経済的な問題が深刻化するため、この対

応は喫緊の課題です。

• 限られた財源・人的資源の中で成果に結びつけるためには、「新たなまちの基盤」を

しっかり活用するとともに、これまで以上に施策の重点化を図る必要があることから、

人口減少対策の中でも特に「経済再生」と「少子化対策」の分野に注力するととも

に、これらの基盤づくりとして「新市役所創造」を推進することを、重点プロジェクトとし

て設定しました。

⚫ 重点プロジェクトの設定

⚫ 3つのプロジェクトの関係性

• 3つのプロジェクトを推進するにあたっては、「経済再生」と「少子化対策」の分野を車

の両輪とし、これらを強力に推進するための基盤として「新市役所創造」の取組みが

あります。

• 図の中心「経済再生と少子化対策の好循環」のとおり、「経済再生」と「少子化対

策」の2つのプロジェクト間で相互に連携し、有機的に取り組みを進めていくことで、好

循環が生まれ、そこに「新市役所創造」が2つのプロジェクトの基盤として下支えするこ

とで、この好循環を強力に推進していきます。

⚫ 重点プロジェクトアクションプラン

• 「長崎市第五次総合計画」や「まち・ひと・しごと創生総合戦略」、その他各種の計画に位置付けられている施

策の中から、3つの重点プロジェクトに関連する特に短期的に着手すべき重点的な取組みについて抽出し、そ

れらの実行計画として定めるアクションプランを令和6年2月に策定しました。
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1 - 3：グランドデザイン策定背景

グランドデザインの位置付け

⚫ 人口の減少に伴う消費・経済規模の縮小や高齢化の進行により、これまでのやり方だけ

では地域課題の解決が難しくなっている

⚫ 暮らし方・働き方に対する意識や価値観が変化・多様化している

⚫ 税収が減る一方で、高齢化により社会保障費の増大が予測されるため、行政と地域が

一体となってまちづくりを進める必要がある

様々な方々の強みや主体性を発揮し、一体となりながら、

まちづくりを進めることが不可欠

まちづくりの分野からも経済再生・定住促進につながる取組みを進めるため、

まちづくりの方向性を示し、様々な関係者が一体となって

「オール長崎」でまちづくりを進めていくことを目指すため策定

長崎まちづくりのグランドデザイン2050

1

2

3

4

長
崎
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
５
０
に
つ
い
て
（
補
足
）

07

現
状
整
理

長
崎
市
の
ま
ち
の
可
能
性
と

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

取
組
み
の
方
向
性
、

参
考
事
例
集

5

用
語
集



現 状 整 理

1-4：グランドデザインの検討プロセス

STEP

1

⚫ エリアの視点・・・・・・・・・ Ａ 都心部 Ｂ 地域拠点・生活地区 Ｃ 斜面市街地

⚫ ネットワークの視点・・・・・ Ｄ 都心部と周辺部のつながり Ｅ 広域連携

長 崎 市 全 体 を 俯 瞰 し 、長崎市のまちの可能性を 把 握
STEP

2

長 崎 市 全 体 のまちづくりの理念を 設 定
STEP

3

A～Eの視点ごとにまちづくりの理念を 設 定
STEP

4

現 状 ・ 問 題 点 の ギ ャ ッ プ か らまちづくりの方針を 設 定
STEP

5

【 C h a p t e r  2 】

【 C h a p t e r  3 】

【 C h a p t e r  3 】

【 C h a p t e r  3 】

【 C h a p t e r  4 】
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A 都心部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P18

B 地域拠点・生活地区・・・・・・・・P25

C 斜面市街地・・・・・・・・・・・・・・・P33

D 都心部と周辺部のつながり・・・P37

E 広域連携・・・・・・・・・・・・・・・・・P45

C h a p t e r  2 現状整理
この章では、テーマごとの現状や本市のまちづくりに関連する主な取組みなどを記載しています。

共通・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10
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共通 現状

【地形・土地利用】

地形（傾斜度） 土地利用（令和３年）

出典：国土地理院データを基に作成

• 幹線道路や都市機能が限られた平坦地に集積
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出典：国土交通省「国土数値情報」を加工
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共通 現状

【人口・年齢３区分別構成比の推移】

(2050)(2030)(2010)(1990)(1970)

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所

• 令和32（2050）年には、30万人を下回る予測

【自然・社会動態の推移】

505,835

280,138

将来推計

万人

68％

48％

42％

8％

25％

10％

【人口ピラミッド】

出典：総務省「統計ダッシュボード」

※将来推計昭和55（1980）年 平成27（2015）年 令和32（2050）年

年少人口

生産年齢人口

老年人口（前期）

年少人口

生産年齢人口

年少人口

生産年齢人口

※旧町の人口除く

• 自然減・社会減ともに進行し、近年は毎年５千人超の減少

-6,000

-5,000

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000
H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1 R3 R5

出典：長崎県「異動人口調査」、長崎市「統計年鑑」

(2023)(1999) (2003) (2007) (2011) (2015) (2019)

自然動態（出生－死亡）

人

社会動態（転入－転出）
人口動態（自然＋社会）

▲5,354

▲3,773

※旧町の人口を含む

※旧町の人口を含む

27,856人

（9.9％）

41,545人

（14.8％）

老年人口（後期）

老年人口（前期）

老年人口（後期）

老年人口（前期）

老年人口（後期）
77,182人

（27.6％）

133,555人

（47.7％）

50,265人

（11.7％）

60,034人

（14.0％）

62,940人

（14.7％）

249,601人

（59.0％）

104,199人

（23.3％）

25,614人

（5.7％）

13,104人

（2.9％）

303,983人

（68.0％）

• 令和32（2050）年、生産年齢人口が占める割合は約48％で、老年人口が占める割合は約42％と同規模に近づく
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【令和５年の人口流動（ブロック別）】【出生数及び合計特殊出生率の推移】
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1000
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3000

4000
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率

出
生
数
（
人
）

合計特殊出生率

（長崎市）
出生数

合計特殊出生率

（全国）

出典：長崎市の保健行政

• 合計特殊出生率は、平成29年をピークに減少に転じる

(2022)(2020)(2018)(2016)(2014)(2012)(2010)

1.50

1.37

【令和５年の転入・転出人口（年齢別）】

• 特に「25～29歳」の転出超過が多い
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出典：長崎市「住民基本台帳」

社会動態（転入ー転出）転入者数 転出者数

• 県外の流出先は福岡や首都圏近郊、県内の流出先は諫早や大村

＜ブロック別転出入者数の差分＞

出典：長崎市「住民基本台帳」
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【県内から県外への転出理由（令和4年）】

• 20代前半の主な転出理由は「就職」で、20代後半になる

と「転職」の割合が増加

• 県外就職の主な理由は「県内に希望する仕事がない」で、

転職になると「収入の少なさ」を理由とする割合が増加

30.3%

59.7%

29.4%

39.5%

37.6%

40.9%

52.0%

52.5%

37.7%

13.0%

27.7%

19.7%

15.4%

12.9%

11.9%

14.6%

56.8%

95.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

00～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60歳以上

就職

転勤

転職

退職

進学

結婚

療養入所

介護看護

住宅都合

その他

家族の都合

出典：長崎県移動理由アンケート
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（n=527）

（n=415）

（n=325）

（n=244）

（n=217）

（n=130）

（n=258）

15.5%

12.9%

7.4%

2.8%

2.1%

2.0%

17.9%

20.6%

17.8%

2.8%

4.8%

16.3%

30.3%

27.5%

19.3%

8.4%

6.4%

2.5%

4.0%

2.6%

10.9%

18.3%

23.1%

23.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15～19歳

20～24歳

25～29歳

01:都会への憧れがある 02:県内にない学部等で学びたい

03:知識や技能を活かしたい 04:仕事からの収入が少ない

05:県内に希望する業種・職種がない 06:地元や親元を離れたい

07:出身地に戻るため 08:その他

就職

転職

（n=251）

（n=767）

（n=202）

県外転出者数の割合（転出理由別）

転出者の背景別割合

【市内から県内への転出理由】

• 諫早・大村への主な移動理由は「結婚等＋居住環境」

出典：長崎市重点プロジェクトアクションプラン

出典：長崎県移動理由アンケート
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【財政】

歳入：市税収入などの市が独自に確保できる自主財源が少なく、国から交付される地

方交付税などに頼っている

歳出：すぐに縮減することが難しい経費である扶助費、公債費の割合が高い

歳入 歳出【長崎市】

【中核市平均】 歳入 歳出

出典：長崎市「What’s ZAISEI」

【市税収入】

• 個人市民税は人口推移による影響を受けやすく、今後減少していく見込み。一方、

高齢化に伴い社会保障費が増加するなど、これまで以上に厳しい財政運営が想定

される。

出典：長崎市「第2期長崎市行財政経営プラン」

共通 現状

【都道府県別物価・収入】

• 長崎県は、全国平均より収入が低く、物価が高い。

出典：内閣府「東京一極集中の動向と要因について」
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共通 現状

1.2%

3.3%

8.0%

7.5%

9.3%

16.2%

1.9%

3.5%

4.7%

5.6%

16.5%

15.8%
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2.4%

2.1%
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5.5%

3.6%
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5.4%

5.1%

19.9%

13.7%

7.1%

6.8%

4.1%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業，林業 漁業 鉱業，採石業，砂利採取業

建設業 製造業 電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業 運輸業，郵便業 卸売業，小売業

金融業，保険業 不動産業，物品賃貸業 学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業 生活関連サービス業，娯楽業 教育，学習支援業

医療，福祉 複合サービス事業 サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

第１次産業：

3.2％

第２次産業：

23.4％

第３次産業：

73.4％

第１次産業：

1.7％
第２次産業：

17.3％
第３次産業：

81.0％

第１次産業

第２次産業

第３次産業

出典：総務省「国勢調査」

全国

長崎市

【産業大分類別就業者数の割合（令和２年）】 • 全国平均と比べ、第2次産業（製造業）の割合が低い
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共通 現状

【総生産の推移】

4,214,903 4,202,989 
4,498,483 4,649,511 4,678,311 4,620,708 

1,497,683 1,505,279 1,511,132 1,543,699 1,606,928 1,523,255
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出典：長崎県の市町民経済計算（R6.4）

【１人当たり経済規模※（令和３年度）】
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出典：長崎県の市町民経済計算（R6.4）

※市（町）内総生産を市（町）民数で除して算出

• 本市総生産は、県全体の約3分の1を占める
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共通 現状

【宅地（土地）平均取引価格】

出典：国土交通省「不動産情報ライブラリ」

【民営家賃（令和５年）】

4,756
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出典：総務省「小売物価統計調査」

【１住宅当たり延べ面積（令和５年）】
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出典：総務省「住宅・土地統計調査」
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） 長崎市

諫早市

大村市

出典：総務省「住宅・土地統計調査」

• 宅地（土地）平均取引価格は、近隣都市と比べ高い • 民営家賃は名古屋市よりも高い

• 一戸建て住宅（持ち家）や民営借家（共同住宅）の延べ面積は、全国平均や近隣都市と比べ小さい
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高次な都市機能が集積
高いレベルの商業・業務・行政・福祉などの都市機能が集積し、市全体をけん引する役

割を担う地域

長崎市の沿革・歴史を代表し、国際色豊か
多くの歴史・文化遺産が点在する国際色豊かなまちなみで、多くの外国人観光客が訪

れる

1 0 0年に一度のまちづく り
出島メッセ長崎、九州新幹線西九州ルート、長崎スタジアムシティの開業や長崎駅周辺

再整備、松が枝国際観光船埠頭２バース化など、100年に一度と称されるまちづくりが

進行

陸・海の玄関口
陸の玄関口である長崎駅、海の玄関口である松が枝国際観光船埠頭や長崎港ターミナ

ルを有す一大集客拠点

【市民意見】

●バスの本数が多く、路面電車での移

動も便利

●海・山が近く、景色がいい●立体的

なまちなみが面白い●路地が魅力的

諏訪神社

三菱長崎造船所

旧木型場

ｼﾞｬｲｱﾝﾄ·

ｶﾝﾁﾚﾊﾞｰｸﾚｰﾝ

三菱長崎造船所

占勝閣

三菱長崎造船所

第三船渠

旧グラバー住宅

大浦天主堂

旧長崎英国領事館

唐人屋敷跡

崇福寺

眼鏡橋
興福寺

亀山社中記念館

シーボルト記念館

歴史文化博物館

新地中華街

出島

原爆資料館

平和祈念像

出島メッセ長崎

県庁

アミュプラザ長崎

夢彩都

県立美術館

長崎みなとメディカルセンター

市役所

市立図書館

長崎浜屋

新大工町ﾌｧﾝｽｸｴｱ

ココウォーク長崎
ブリックホール

プラットモール

長崎港ターミナル

長崎港松が枝

国際ターミナル

浦上駅

長崎スタジアムシティ

長崎駅 新大工市

中島川・寺町・丸山和

浜町・銅座商

館内・新地中

東山手・南山手洋

世

世

世

世

世

世

凡例

世

伝統的建造物群保存地区

工業用地（国土数値情報）

世界遺産構成資産

まちぶらプロジェクト対象エリア

公共交通

自然 ・ 景 観

●観光資源が多い●観光に適したまち

●歴史的建造物が多く残っている●歴

史文化がつまった場所●文化が多様●

祭りの準備がすごい●日常的に歴史・文

化を感じる

観光 、 歴史 ・ 文 化

商業 ・ 賑 わ い

●駅前で賑わいが生まれている●商業

施設など楽しめる場所が増えた●雰囲

気が良いお店が多い●歩いて楽しく、徒

歩で日常生活は事足りる

国際性 、 交流

●国際交流拠点になり得る●海外との

接点が今も多い●色々な人に出会える

●スポーツの力で県外からたくさんの人々

が訪れている

A 都心部 概況
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浜町（安達ビル前）

ゆめタウン夢彩都前

ココウォーク前

• 歩行者通行量は減少傾向

歩行者通行量（休日）の推移

出典：長崎商工会議所「歩行者通行量調査集計報告書」

• まちなかでは空き店舗が増加傾向

87

123
135

149
125

0

50
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200

R2 R3 R4 R5 R6

件

出典：長崎市調査

まちなかエリアの空き店舗数の推移

【歩行者通行量】

【空き店舗】

A 都心部 現状

• 建物用途は、商業業務系から「住居系」に転換

平成18（2006）年以降に建築された建物用途

出典：長崎市「都市計画基礎調査」

【建物用途】
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• 小規模駐車場の増加と駐車場の散在が進む

駐車場の配置状況駐車可能台数別の駐車場数の割合

出典：長崎市「駐車場整備計画」

【駐車場の規模と配置】
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⚫ 携 帯 電 話 会 社 （ KDDI） の GPS デ ー タ を基 に し た 人 流 デ ー タ

「GEOTRA Activity Date」を使用。

• 位置情報利活用について、許諾が得られたユーザーの位置情報を基に

作成

• 公的統計情報に基づく、人口と同等に拡大推計

• 年齢属性は、20代、30代、40代、50代、60代以上の５区分

• 訪日外国人の位置情報は含まない

• 125ｍメッシュ内に、15分以上留まっている場合、「滞在」と判定

• 居住地ではない場所で、平日８時～20時の間に合計６時間以上いる

場所を勤務地に設定

• 滞在先の位置情報、同位置にある施設情報、滞在時間情報より移動

目的を推定

• 移動手段の区分は、「鉄道、車、徒歩、自転車・その他」

A 都心部 現状

【人流データ分析：長崎市民の都心部内の主要滞在エリア（2024年5月休日）】

＜データの概要＞

項目 内容

データ範囲 長崎県

データ時期
二月分（令和元（2019）年５月、令和６（2024）年５月）

※平日・休日（ＧＷ除く）別に平均化した１日の移動データ

データ内容
年齢、性別、推定居住地・勤務地、OD（移動の起終点）、移動目的、

移動手段、移動経路、滞在時間 など

⚫ データの特性

No 主な滞在エリア 滞在割合※

１ 浜町周辺 19.2％

２ 長崎駅周辺 12.0％

３ 新地ターミナル周辺 7.6％

４ 長崎港周辺 6.3％

５ 浦上駅周辺 4.8％

６ 新大工商店街周辺 4.3％

※各メッシュ内で15分以上滞在した回数÷都心部全体メッシュで15分以上滞在した回数

＜分析内容＞
2024年5月の休日データを基に、長崎市民で、都心部内に買い物や通院等の目的で滞在

した者を対象に、主要な滞在エリアを抽出

＜都心部メッシュ＞

※当該人流データは、KDDI利用者を対象とし、使用許諾を得た利用者の位置情

報を基としたデータです。
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年代別－滞在割合（2019年と2024年の差分） 単位：％

都心部内における滞在回数の割合※2推移

滞在

回数

平日 休日

2019年 2024年 差 2019年 2024年 差

１回 100.0％ 100.0％ － 100.0％ 100.0％ －

２回 32.6％ 30.2％ ▲2.4％ 36.0％ 31.0％ ▲5.0％

３回 12.5％ 11.1％ ▲1.4％ 14.6％ 11.6％ ▲3.0％

４回 4.5％ 4.0％ ▲0.5％ 5.5％ 4.1％ ▲1.4％

５回 1.5％ 1.4％ ▲0.1％ 1.8％ 1.3％ ▲0.5％

主な滞在エリア
平日 休日

全年代 20代 30代 40代 50代 60代以上 全年代 20代 30代 40代 50代 60代以上

浜町周辺 ▲4.0 ▲10.8 ▲8.3 ▲1.1 ▲3.7 ▲1.0 ▲3.9 ▲11.1 ▲11.6 ▲3.5 ▲7.9 ▲0.7

長崎駅周辺 3.9 12.5 6.1 0.8 2.7 1.6 1.3 7.0 4.3 ▲0.7 0.7 ▲2.0

新地ﾀｰﾐﾅﾙ周辺 0.7 2.7 ▲1.4 ▲1.2 ▲0.1 1.5 1.9 2.3 0.7 1.9 3.0 1.3

長崎港周辺 0.0 ▲0.7 ▲1.4 ▲1.5 0.5 0.9 ▲2.9 ▲5.0 ▲5.8 ▲4.8 ▲2.1 ▲1.5

浦上駅周辺 0.1 ▲2.3 ▲0.7 1.8 0.5 0.6 ▲1.8 ▲3.9 ▲3.8 ▲0.9 ▲0.8 ▲0.3

新大工商店街周辺 ▲0.1 ▲1.8 0.9 0.3 ▲1.0 0.8 0.7 ▲1.0 0.7 0.9 0.2 2.4

※2 都心部滞在回数÷都心部訪問人数

A 都心部 現状

【人流データ分析：主要滞在エリア別、滞在割合の変化（2019年5月、2024年5月）】

※1 各メッシュ内で15分以上滞在した回数÷都心部全体メッシュで15分以上滞在した回数

32,385 

27,276 
24,538 23,696 

15,691 
12,785 

15,169 16,156 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

人

浜町 長崎駅

60分以上滞在人口（休日１日当たり平均）の推移

出典：KDDI Location Analyzer

＜分析内容＞
2019年5月と2024年5月の平休日データを基に、長崎市民で、都心部内に買い物や通院等の目的で滞在した者を対象に、主要滞在エリア別に滞在割合※1の変化を算出

＜分析内容＞
2019年5月と2024年5月の平休日データを基に、長崎市民で、都心部内に買い物や通

院等の目的で滞在した者を対象に、滞在回数ごとの割合を算出

【人流データ分析：都心部の滞在回数（2019年5月、2024年5月）】

＜分析内容＞
KDDI Location Analyzerを使用し、浜町、長崎駅の60分以上滞在人口推移を算

出

【人流データ分析：60分以上滞在人口（浜町、長崎駅）】
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No 主な滞在エリア 滞在割合※1

１ 長崎駅周辺 21.4％

２ 浜町周辺 17.4％

３ グラバー園周辺 6.9％

４ 出島・新地中華街周辺 5.1％

A 都心部 現状

【人流データ分析：県外居住者の都心部内の主要滞在エリア（2024年5月休日）】

＜分析内容＞
2024年5月の休日データを基に、県外居住者で、都心部内に滞在した者（通勤等で

滞在した者を除く）を対象に、主要な滞在エリアを抽出

※1 各メッシュ内で15分以上滞在した回数÷都心部全体メッシュで15分以上滞在した回数

＜都心部メッシュ＞

主な滞在エリア
平日 休日

2019年 2024年 差 2019年 2024年 差

長崎駅周辺 13.9％ 22.3％ 8.4％ 12.7％ 21.4％ 8.7％

浜町周辺 17.9％ 16.9％ ▲1.0％ 18.2％ 17.4％ ▲0.8％

グラバー園周辺 8.7％ 5.4％ ▲3.3％ 10.3％ 6.9％ ▲3.4％

出島・新地中華街周辺 7.5％ 5.3％ ▲2.2％ 6.0％ 5.1％ ▲0.9％

滞在回数
平日 休日

2019年 2024年 差 2019年 2024年 差

１回 100.0％ 100.0％ － 100.0％ 100.0％ －

２回 44.8％ 44.0％ ▲0.8％ 51.1％ 47.5％ ▲4.0％

３回 18.7％ 17.1％ ▲1.6％ 24.6％ 20.7％ ▲3.9％

４回 6.8％ 6.2％ ▲0.6％ 11.2％ 8.4％ ▲2.8％

５回 2.2％ 1.9％ ▲0.3％ 4.7％ 3.1％ ▲1.6％

【人流データ分析：主要滞在エリア別、滞在割合の変化（2019年5月、2024年5月）】

＜分析内容＞
2019年5月と2024年5月の平休日データを基に、県外居住者で、都心部内に滞在した者

（通勤等で滞在した者を除く）を対象に、主要滞在エリア別に滞在割合※1の変化を算出

都心部内における滞在回数の割合※2推移

＜分析内容＞
2019年5月と2024年5月の平休日データを基に、県外居住者で、都心部内に滞在した

者（通勤等で滞在した者を除く）を対象に、滞在回数ごとの割合を算出

【人流データ分析：都心部の滞在回数（2019年5月、2024年5月）】

※2 都心部滞在回数÷都心部訪問人数
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●歩道が狭く、路面が凸凹で歩きづらい●ベビーカーや

車いす利用者に優しくない●歩行者が休憩できる場

所が少ない●街路樹などの自然が少ない●駅周辺か

らまちなかへの回遊性に課題

●駐車場が少なく、浜町に買い物行くのには不便●

長崎駅から2次交通の案内が非常に分かりづらい●駅

周辺からまちなかへの回遊性に課題がある

●浜町のお店が大型商業施設に移転●シャッターを

閉めているお店が増加●路面店が減少●浜町に行か

なくなった●長崎駅周辺は賑わっているが、その他の地

域は賑わいが少ない●フリースペースがない

●屋根がある公園がない●公園に桜が少ない●浜町

に憩いの広場がない

●家賃が高く、都心に住める場所が少ない●平地に

マンションが建ちすぎて、味気ない風景になっている●

街並みが壊れ統一感がない●古い建物、歴史的価

値が高い建物を残す取組みが不十分

商業活性化、賑わい

●人が自然と集う場所が少ない●文化・芸術を共

有・披露する場が少ない●音楽、アート、創作活動な

どを気軽に表現できる場が少ない●若者が遊ぶ場所

が少ない

文化 ・交流活動の場

歩行環境、バ リ ア フ リ ー

交通 ・ ア ク セ ス

公園 ・憩い の空間住環境 、景観

A 都心部 現状

【 市 民 意 見 】
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旧町村の役場などを中心に都市機能が集積
長崎市は、周辺町との合併を繰り返して現在のまちが成り立っており、旧町の役場

などを中心に商業、医療などの都市機能が集積している

豊かな自然環境
海・山・川など豊かな自然環境に恵まれた地区が多い

世界遺産構成資産が点在
明治日本の産業革命遺産、長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産を構成す

る資産が点在

●自然豊かで海がきれい●自然を体験

ができるアクティビティがある●静かで住

むには良い環境

自然 ・ 環 境資源

●恐竜博物館やリゾート施設などの観

光地もある●都心部にはない魅力があ

る●野母崎や茂木地区など、同じ長崎

市とは思えないほど異なった魅力がある

観光 ・ 地 域資源

● 周 辺部 に も 、様 々 な魅 力的 な 食

（魚・農産物）がある

食

●地域拠点はお店や病院、学校があっ

て便利●地域拠点は施設がなんでも

揃っていて便利

生活利便性 ・ 都 市機能

B 地域拠点・生活地区 概況

【市民意見】
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【中央地域】 1.24

0.37

1.59

1.32

1.40

1.57

0.75

1.18

0.92

0.59

1.35

0.82

0.71

1.00

0.91

1.04

1.10

0.99

農業，林業

漁業

鉱業，採石業，砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないも…

出典：令和３年経済センサス

産業大分類別事業所数の特化係数（都心部除く）

工業エリア

造船・工業エリア

外貿貨物エリア

造船・工業エリア

ヨットハーバー

エリア

小菅修船場跡

世

飛島磯釣り公園

高島海水浴場世

高島炭坑

世

端島炭坑

（軍艦島）

かきどまり白浜ボート・ヨット等が係留できるマリーナや

緑地が整備され、海洋レジャーの場と

して利用

海の駅

出典：長崎港重要港湾

長崎港（福田地区）

県内唯一の国際定期コンテナ航路が就航

長崎港（小ヶ倉柳地区）

出典：長崎港重要港湾

あぐりの丘

唐八景公園

稲佐山公園 長崎大学(経済キャンパス)

長崎大学(坂本キャンパス)

長崎大学(文教キャンパス)

長崎活水大学

鉄道駅

港湾

漁港

物流拠点
（国土数値情報）

高規格道路

凡例

大学

工業用地
（国土数値情報）

一般広域道路

その他

主要道路

世 世界遺産構成資産

インターチェンジ

B 地域拠点・生活地区 概況

端島炭坑（軍艦島）

世界遺産構成資産

小菅修船場跡

世界遺産構成資産

※対象地域における特定の産業の相対的な集積度を求める指標。対象地域における産

業の構成比を長崎市全体の構成比で除して算出。長崎市全体と対象地域の構成比が

同じであれば、特化係数は１となる。
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2.53

1.38

0.98

1.35

0.97

0.87

0.36

1.17

0.97

0.46

0.78

0.71

0.78

1.18

1.45

1.31

1.17

0.81

農業，林業

漁業

鉱業，採石業，砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないも…

出典：令和３年経済センサス

産業大分類別事業所数の特化係数

【北部地域】

鉄道駅

港湾

漁港

物流拠点
（国土数値情報）

高規格道路

凡例

大学

工業用地
（国土数値情報）

一般広域道路

その他

主要道路

世 世界遺産構成資産

インターチェンジ
※：第３種漁港（利用範囲が全国的なもの）のうち水産業の振興上特に重要な漁港で政令で定めるもの。全国で13の漁港が指定。(R5.4現在)

世

道の駅そとめ

遠藤周作文学館

外海の出津集落

世 外海の大野集落

特定第3種漁港※

長崎県民の森

そとめ神浦川

河川公園

大中尾棚田

琴海赤水公園

琴海中央公園

琴海南部公園

黒崎永田湿地

自然公園

長崎大学(文教キャンパス)

長崎外国語大学

長崎空港

B 地域拠点・生活地区 概況

※対象地域における特定の産業の相対的な集積度を求める指標。対象地域における産

業の構成比を長崎市全体の構成比で除して算出。長崎市全体と対象地域の構成比が

同じであれば、特化係数は１となる。

つなぐ棚田遺産

大中尾棚田

世界遺産構成資産

外海の出津集落 道の駅
夕陽が丘そとめ

出典：道の駅 夕陽が丘そとめ

外海の夕景

そとめ神浦川河川公園
琴海赤水公園

又兵衛の浜
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1.68

1.52

0.00

1.56

0.83

0.87

0.25

1.50

1.22

0.46

0.56

0.88

0.61

1.06

1.18

1.06

1.23

0.83

農業，林業

漁業

鉱業，採石業，砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないも…

出典：令和３年経済センサス

産業大分類別事業所数の特化係数

【東部地域】

長崎ペンギン水族館

長崎東公園

長崎総合科学大学

諫早市中核工業団地

南諫早産業団地

西諫早産業団地

諫早流通産業団地

滝の観音

長崎卸団地

中央卸売市場

鉄道駅

港湾

漁港

物流拠点
（国土数値情報）

高規格道路

凡例

大学

工業用地
（国土数値情報）

一般広域道路

その他

主要道路

世 世界遺産構成資産

インターチェンジ

B 地域拠点・生活地区 概況

※対象地域における特定の産業の相対的な集積度を求める指標。対象地域における産

業の構成比を長崎市全体の構成比で除して算出。長崎市全体と対象地域の構成比が

同じであれば、特化係数は１となる。

長崎ペンギン水族館

長崎中央卸売市場

長崎街道シュガーロード

日本遺産
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0.52

2.85

0.00

1.61

2.88

1.08

0.16

1.45

0.86

0.58

0.41

0.67

0.66

1.27

0.75

1.07

2.37

0.92

農業，林業

漁業

鉱業，採石業，砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないも…

出典：令和３年経済センサス

産業大分類別事業所数の特化係数

【南部地域】

脇岬海水浴場

長崎のもざき恐竜パーク

（恐竜博物館など）

高浜アイランド
（快水浴場百選）

川原大池公園

川原海水浴場

えがわ運動公園

伊王島灯台公園

造船・工業エリア

外貿貨物エリア

伊王島海水浴場

権現山展望公園

樺島灯台公園

鉄道駅

港湾

漁港

物流拠点
（国土数値情報）

高規格道路

凡例

大学

工業用地
（国土数値情報）

一般広域道路

その他

主要道路

世 世界遺産構成資産

インターチェンジ

B 地域拠点・生活地区 概況

※対象地域における特定の産業の相対的な集積度を求める指標。対象地域における産

業の構成比を長崎市全体の構成比で除して算出。長崎市全体と対象地域の構成比が

同じであれば、特化係数は１となる。

恐竜博物館

野母崎半島

サイクリング道路

軍艦島夕景

かおり風景百選

のもざき水仙まつり

川原大池公園
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233 226
215

199

47 47 46 44

126 124 120
112

49 45 41 35
0

50

100

150

200

250

H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4 R6

千人
中央 東部

北部 南部

• 各地域の人口はいずれも減少傾向で、特に南部地域の減少率

が大きい

人口推移（地域別）

出典：長崎市「住民基本台帳」

地 域

H18
(2006)

H24
(2012)

H30
(2018)

R6
(2024)

人口
(万人)

人口(万人) 人口(万人) 人口(万人)

増減率

※(%)

増減率

※(%)

増減率

※(%)

中 央 約23.3 約22.6 ▲3.0 約21.5 ▲7.7 約19.9 ▲14.6

北 部 約12.6 約12.4 ▲1.6 約12.0 ▲4.8 約11.2 ▲11.1

東 部 約4.7 約4.7 0.0 約4.6 ▲2.1 約4.4 ▲6.4

南 部 約4.9 約4.5 ▲8.2 約4.1 ▲16.3 約3.5 ▲28.6

※平成１８年に対する増減率

• 各地域拠点内の生活サービスに関連する事業所数は減少傾向

事業所数の推移（各地域拠点）

地 域 調査年

事 業 所 数 （ 事 業 所 ）

合 計
卸売業、

小売業

宿泊業、

飲食サービス業

生活関連サー

ビス業、娯楽

業

医療、福祉

北 部

H28

(2016)
378 194 141 164 877

R3

(2021)
302 162 138 155 757

増減数 ▲76 ▲32 ▲3 ▲9 ▲120

東 部

H28

(2016)
108 48 41 47 244

R3

(2021)
97 36 39 40 212

増減数 ▲11 ▲12 ▲2 ▲7 ▲32

南 部

H28

(2016)
74 24 25 27 150

R3

(2021)
64 20 19 28 131

増減数 ▲10 ▲4 ▲6 1 ▲19

出典：経済産業省「経済センサス」

【人口推移】 【生活サービス関連事業所数の推移】

B 地域拠点・生活地区 現状
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【人流データ分析：生活地区居住者が買い物・通院等のために訪問する主な地区（2024年5月休日）】

日見

北部

東部

都心部

都心周辺部

三重 滑石

北部

外海

琴海

都心部

都心周辺部

【中央地域】

【南部地域】 【東部地域】

【北部地域】

三和

伊王島

香焼 南部

野母崎

都心部

⚫ 主に、「都心部」で生活サービスを享受

生活

地区

主な訪問地区

到着割合※

式見
中央東部 13.6％

中央北部 12.6％

福田 中央東部 17.4％

小榊
中央東部 18.5％

中央北部 11.6％

小ヶ倉
中央東部 22.6％

土井首＋深堀 16.4％

茂木 中央東部 27.0％

高島 中央東部 12.1％

生活
地区

主な訪問地区

到着割合※

滑石
西浦上 11.6％

中央東部 10.4％

琴海 三重 14.3％

外海 三重 29.2％

生活
地区

主な訪問地区

到着割合※

香焼
土井首＋深堀 30.7％

中央東部 12.6％

伊王島
中央東部 17.5％

土井首＋深堀 12.1％

三和
土井首＋深堀 22.6％

中央東部 11.7％

野母崎
土井首＋深堀 15.4％

三和 14.8％

生活
地区

主な訪問地区

到着割合※

日見
東長崎 30.7％

中央東部 12.6％

⚫ 主に、「南部地域拠点」と「都心部」で生活サービスを享受

⚫ 主に、「三重地区」と「北部地域拠点」で生活サービスを享受

⚫ 主に、「東部地域拠点」と「都心部」で生活サービスを享受

高島

茂木

小榊

福田

式見

小ヶ倉

北部

東部

南部

都心部

都心周辺部

生活地区

地域拠点

主な訪問地区

【凡例】
生活地区

地域拠点

主な訪問地区

【凡例】

生活地区

地域拠点

主な訪問地区

【凡例】

生活地区

地域拠点

主な訪問地区

【凡例】

※買い物・通院等目的で訪問地区に滞在した回数÷買い物・通院等目的で市内に滞在した総回数。

到達割合が１０％を超える地区を記載。

出典：GEOTRA Activity Date

B 地域拠点・生活地区 現状
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●買い物が不便●個人経営の馴染みのお店が少なく

なっている●自宅近くのお店がなくなり不便に●買い

物難民問題が深刻

●公園が小さい●遊具が少ない●日影がなく、夏は暑く

て遊べない●ボール遊びやスケートボードなどができる場所

がほしい●ニーズを反映できていない公園が多い●室内で

遊べる場所がほしい●自然体験できる場がない

●避難所がない地区がある●避難所が遠い●土砂

災害が多く、避難所への移動が心配

●住民が集まる場所がない●人とつながれる場所が

少ない●保護者同士の交流の場が少ない●世代を

超えて交流する場や機会がない

●周辺部を観光したときに、目的地以外の観光・体

験といった情報が得にくい●自然を生かしたレジャー施

設がない●美しい自然や景観などが活用されていない

●遊びに来ても日帰りになる

●遊休地が増えている●空き家が増えている●空き家

の問い合わせはあるが、貸せる空き家がない●廃校舎

や公有地を活用できていない●地域の特産品を販売

できる場が少ない●漁港の良いところを活かせていない

●耕作放棄地が増えた

●地域の救急医療の維持が懸念される●近くに病院

がない

●坂道や階段が多く、移動が大変●免許返納後の

移動が心配●車がないと生活できない●一人で外出

できない高齢者が多い●ＪＲ駅までの移動手段がな

い

●若者が住みたいと思う住宅・土地が少ない●若い

夫婦が住める環境が必要●移住者を受け入れるため

の住宅が不足している

商業 ・買い物環境 公園 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン施設

防災 ・安全対策コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 交流拠点

観光 ・地域資源活用土地 ・施設の有効活用

医療 ・福祉サ ー ビ ス

交通 ・移動手段

住環境 ・定住促進

B 地域拠点・生活地区 現状

【 市 民 意 見 】
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坂のまち長崎を象徴する場所
既成市街地の約７割を占める、坂のまち長崎を象徴する場所で、多くの市民が居住

眺望、静かな環境、日当たりの良さ
眺望や静かな環境、日当たりの良さなど、斜面市街地ならではの魅力がある

●見晴らしが良く、静かな環境●海・山

が近く、自然を身近に感じられる●景色

が良いから住んでみたい●斜面地からの

景色は観光資源として活用できる●斜

面地からの景色を眺められる素敵なお

店がある

自然環境 、 景観

●階段で移動する必要があるが、まちに

近くて便利●路面電車の停留所に近く、

少し歩けば色々なところへ行ける

交通 ・ ア ク セ ス

●坂は多いが健康維持につながる

地域特性

●住民同士の距離感が近い

コ ミ ュ ニ テ ィ

C 斜面市街地 概況

【市民意見】
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出典：長崎市「空家等対策計画」

市街地類型別

• 市街化区域かつ斜面市街地内の道路は、幅員４ｍ未満の道路延長が占める割合が高い

幅員４メートル未満の道路状況

市街化区域かつ斜面市街地

上記以外の市街化区域

幅員４メートル未満の道路

【凡例】

道路幅員

市街化区域かつ斜面市街地 左記以外の市街化区域

道路延長（km) 道路延長（km)

割合 割合

15ｍ以上 約26 3.1% 約41 4.5%

6ｍ以上～15ｍ未満 約167 20.2% 約392 43.4%

4ｍ以上6ｍ未満 約161 19.4% 約195 21.6%

4ｍ未満 約474 57.2% 約275 30.5%

合計 約828 100.0% 約903 100.0%

【幅員４ｍ未満の道路延長】

C 斜面市街地 現状
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22.9%
20.0%

29.4% 30.2%

50.7%

38.1%

0.0%
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20.0%

30.0%
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50.0%

60.0%
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帯
数
（
世
帯
）

• 多くの高齢者世帯が居住

高齢者世帯数の状況（令和２（2020）年）

出典：総務省「国勢調査」

• 建物数は減少しており、空き地が増加していることが想定される

建物数の推移

平成26（2014）年 令和３（2021）年

建 物 数 約 6 . 9 万 件 約 6 . 5 万 件

出典：長崎市「都市計画基礎調査」

市街地類型
総住宅数

（戸）

空き家

空き家

発生率

（％）件数（戸）
空き家総数に占め

る割合（％）

都心部 9,854 256 3.7 2.5

市街中心部 6,713 140 2.0 2.0

斜面

市街地

密集 8,936 760

4,127

11.0

59.6

8.5

その他 61,801 3,367 48.6 5.4

郊外地 46,883 1,046 15.1 2.2

集落・半島部 18,393 1,160 16.7 6.3

島しょ部 786 200 2.9 25.4

総 数 153,366 6,929 100 4.5

• 多くの空き家が斜面市街地に存在

一般世帯総数に占める割合65歳以上の単独世帯

夫65歳以上，妻60歳以上の夫婦のみの世帯

空き家の状況（市街地類型別）

出典：長崎市

【空き家】 【空き地】

【高齢者世帯】

C 斜面市街地 現状
1

2

3

4

長
崎
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
５
０
に
つ
い
て
（
補
足
）

35

現
状
整
理

長
崎
市
の
ま
ち
の
可
能
性
と

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

取
組
み
の
方
向
性
、

参
考
事
例
集

5

用
語
集



●自宅近くで生活用品が手に入らない●まちに降りな

いと買い物ができない●移動販売車のルートに偏りが

ある

●空き地・空き家が増加し、景観や治安が悪化してい

る●空き家はあるが住む家がない

●坂や階段が多く、休憩場所も少ない●道が狭く、

車が通れない●とにかく移動が大変●外出を億劫に

感じている人がいる●外出手段の確保が必要●駐車

場がない

●避難が難しい高齢者の支援が課題

商業 ・生活利便性 住環境、景観 移動 ・交通ア ク セ ス

防災 ・安全対策

C 斜面市街地 現状

【 市 民 意 見 】
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公共交通路線の充実
長崎市全域の公共交通路線の徒歩圏人口カバー率※は80％で、全国平均

を大きく上回る

光回線の充実
令和４年４月から、市内全域で大容量高速のデータ通信が利用可能

集約連携型の都市構造を支える道路ネットワー

クの形成
長崎市の幹線道路は、平坦地に路線が集中する一極集中型の道路網で、

集約連携型の都市構造を支える道路ネットワークの形成を目指している。

D 都心部と周辺部のつながり 概況

※徒歩圏人口カバー率 鉄道駅またはバス停からの徒歩圏に居住する人口を都市の総人口で

除して算出。徒歩圏は、鉄道駅から半径800ｍ以内、バス停から半径300ｍ以内。
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• 公共交通の徒歩圏人口カバー率は80％で、全国平均を大きく

上回る

公共交通の徒歩圏の状況

区 分 カバー率(%)

全国平均 41

地方都市圏

政令市 74

概ね50万人 62

概ね30万人 48

長崎市 80
出典：長崎市「立地適正化計画」

出典：長崎市「立地適正化計画」

• 公共交通利用者数は減少傾向

0
20,000
40,000
60,000
80,000

100,000
120,000
140,000
160,000
180,000
200,000

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

利
用
者
数
（
千
人
／
年
）

バス 路面電車 鉄道 タクシー 計

出典：長崎市「統計年鑑」

【公共交通徒歩圏人口カバー率】

【公共交通利用者数の推移】

D 都心部と周辺部のつながり 現状
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D 都心部と周辺部のつながり 現状

【令和３年度：昼間12時間交通量（全車・上下計）】

出典：国土交通省「令和３年度 一般交通量調査結果WEBマップ（可視化ツール）」
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D 都心部と周辺部のつながり 現状

【令和３年度：朝夕旅行速度（上り・下りのうち遅い方向）】

出典：国土交通省「令和３年度 一般交通量調査結果WEBマップ（可視化ツール）」

朝夕旅行速度（混雑時旅行速度）は、午前 7 時台～午前 8 時台、午後 5 時台～午後 6 時台の旅行速度
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D 都心部と周辺部のつながり 現状

【令和３年度：混雑度】

出典：国土交通省「令和３年度 一般交通量調査結果WEBマップ（可視化ツール）」

混雑度は、交通容量に対する交通量の比
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県庁

芒塚ＩＣ

長崎ＩＣ

多良見ＩＣ

新戸町ＩＣ

時津ＩＣ

川平ＩＣ

長与ＩＣ

女の都ＩＣ

川平有料道路

（時津～女の都）

矢上大橋

（無料化）

長崎南北幹線道路

長崎南環状線
（新戸町～江川町工区）

国道499号
（栄上工区）

九州横断自動車道

長崎大分線（都）女神大橋線

（都）浦上川線

川平有料道路

（女の都～川平）

長崎バイパス

（西山線）

伊王島大橋

（都）小ヶ倉蛍茶屋線

（都）長崎外環状線

（田上～新戸町）

長崎バイパス

（昭和町線・４車線）

ながさき出島道路

国道34号

日見バイパス

国道499号（江川工区・竿浦工区）

西彼杵道路

（時津工区）

凡例（平成元年までに供用）

高速道路
有料道路

国 道

県 道

平成元年
以降に
完成・供用

整備中・整
備予定道路

【幹線道路の整備状況】

D 都心部と周辺部のつながり 現状
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• 都心部通勤者は、主に「中央東部・南部・北部」「西浦上地区」に居住

• 中央西部地区は、都心部に近いものの、通勤者数の割合は高くない

• 東部地域の都心部通勤者の減少傾向が強い

地域 地区

2019年（平日） 2024年（平日）

差

(2024年-2019年)通勤者数(人) 通勤者数(人)

割合 割合

中央

中央東部 8,116 31.0％ 7,776 31.2％ 0.2％

中央西部 1,209 4.6％ 1,699 6.8％ 2.2％

中央南部 3,931 15.0％ 3,536 14.2％ ▲0.8％

中央北部 3,641 13.9％ 3,556 14.3％ 0.4％

その他 1,502 5.7％ 1,560 6.3％ 0.6％

小計 18,399 70.3％ 18,127 72.8％ 2.5％

東部

東長崎地区 1,726 6.6％ 1,093 4.4％ ▲2.2％

日見地区 497 1.9％ 231 0.9％ ▲1.0％

小計 2,223 8.5％ 1,324 5.3％ ▲3.2％

南部

土井首地区 578 2.2％ 778 3.1％ 0.9％

三和地区 325 1.2％ 426 1.7％ 0.5％

その他 252 1.0％ 417 1.7％ 0.7％

小計 1,155 4.4％ 1,621 6.5％ 2.1％

北部

西浦上 2,916 11.1％ 2,273 9.1％ ▲2.0％

滑石 993 3.8％ 969 3.9％ 0.1％

その他 501 1.9％ 597 2.4％ 0.5％

小計 4,410 16.8％ 3,839 15.4％ ▲1.4％

合計 26,187 100％ 24,911 100％ －

都心部通勤者の居住地

D 都心部と周辺部のつながり 現状

【人流データ分析：長崎市民で都心部に通勤する者の居住地（2019年5月、2024年5月平日）】
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●バスの便数が少なすぎる●バスの便数が減り、買い

物や通院、通学が不便に●最終便が早い●バスの遅

延時間や待ち時間が分かりづらい●行き先が分かりづ

らい

●ＪＲ駅までのアクセスが悪い●ＪＲ駅はあるが便数

が少ない●ＪＲ駅が活用されていない

●交通渋滞がひどい●道路整備が進まない●交通

渋滞で外出を控えてしまう●地域の活性化につながる

道路網がない

路線バスの利便性 鉄道の活用道路交通

D 都心部と周辺部のつながり 現状

【 市 民 意 見 】
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広域ネットワークの形成が進む
令和4年9月西九州新幹線（武雄温泉～長崎）が開業。現在は、新幹線

のフル規格化に向けた動きや、松が枝国際観光船埠頭２バース化、西彼杵

道路・長崎南北幹線道路の整備が進むなど、広域ネットワークの形成が進ん

でいる。

近隣都市への半導体関連企業の集積
近隣都市では、半導体関連企業の集積や洋上風力発電事業が進められて

いる。

E 広域連携 概況
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• 平成29年に過去最高となる708万人に達する

• 新型コロナウイルス感染症の影響により急激に落ち込んだが、現

在は回復傾向にある

【訪問客数の推移】

【クルーズ客船寄港数の推移】

• 平成29年に過去最高となる267隻に達する

• 新型コロナウイルス感染症の影響により急激に落ち込んだが、現

在は回復傾向にある

• 諫早市、長与町、時津町と人口流動のつながりが強い

【15歳以上通勤者の流動状況（令和２年）】
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出典：長崎市「観光統計」
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※令和６年に訪問客数の推計方法を変更
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長与町
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雲仙市
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単位：人
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居住地 勤務地
平成22（2010）年 平成27（2015）年 令和2（2020）年

増減率(対H22) 増減率(対H22)

長崎市

諫早市 5,608 5,661 0.95％ 6,417 14.4％

時津町 5,284 5,331 0.89％ 5,262 0.42％

長与町 2,527 2,427 ▲3.96％ 2,522 ▲0.20％

【15歳以上通勤者数の推移】

出典：総務省「国勢調査」

• 長崎市から諫早市への通勤者は増加傾向

• 長崎市から時津町、長与町への通勤者は横ばい

【人流データ分析：長崎市民で、諫早市、時津町、長与町に通勤する者の主な通勤エリア】

＜諫早市＞ ＜時津町＞ ＜長与町＞

No 主な通勤エリア
勤務者数

割合※

１ 諫早IC南側工業団地 27.5％

２ アクロスプラザ周辺 8.3％

３ 西諫早産業団地 2.7％

No 主な通勤エリア
勤務者数

割合※

１
三菱電機、七工区工業団

地
17.3％

２ 10工区商業施設集積地 15.0％

３ イオン時津店周辺 12.0％

No 主な通勤エリア
勤務者数

割合※

１
イオンタウン長与、高田駅

周辺
16.2％

２
長崎商業、長崎高等技術

専門校周辺
10.0％

３ 天満宮バス停周辺 5.5％

※各勤務エリア内の勤務者数÷長崎市からの勤務者の総数

• 長崎市から諫早市に通勤する者の主な通勤エリアのうち、最も勤務者数の割合が高いエリアは「諫早インターチェンジ南側工業団地」

• 長崎市から時津町に通勤する者の主な通勤エリアのうち、最も勤務者数の割合が高いエリアは「三菱電機、七工区工業団地」

• 長崎市から長与町に通勤する者の主な通勤エリアのうち、最も勤務者数の割合が高いエリアは「イオンタウン長与、高田駅周辺」

出典：GEOTRA Activity Date
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E 広域連携 現状

近隣都市の主要勤務エリアに勤務する者の主な居住エリア

主な勤務エリア

居住者数の割合※

中央地域 北部地域
東部

地域
その他

中央東部

地区

中央北部

地区

西浦上

地区

滑石

地区

三重

地区

琴海

地区

東長崎

地区

諫
早
市

諫早IC南側工業団地

12.8
％

13.1
％

5.2

％

5.5

％

4.3

％

0.6

％
36.6

％
21.9％アクロスプラザ周辺

西諫早産業団地

時
津
町

三菱電機、七工区工

業団地

3.0

％
15.2

％

23.0
％

10.1
％

11.0
％

15.1
％

2.7

％
19.9％

10工区商業施設集

積地

イオン時津店周辺

協和電機工業周辺

長
与
町

イオンタウン長与、高

田駅周辺
3.1

％
20.6

％

36.5
％

26.2
％

3.0

％

5.9

％

1.7

％

3.0

％
長崎商業、長崎高等

技術専門校周辺

天満宮バス停周辺

• 諫早市勤務者は、主に「東長崎、中央北部、中央東部」に居住

• 時津町勤務者は、主に「中央北部、西浦上、滑石、三重、琴海」に居住

• 長与町勤務者は、主に「中央北部、西浦上、滑石」に居住

※地区別居住者数÷長崎市から各近隣都市に通勤する者の総数

【人流データ分析：長崎市民で、諫早市、時津町、長与町の主要勤務エリアに通勤する者の居住地（2024年5月平日）】
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E 広域連携 現状

• 主な通勤手段は「車・バス」で、通勤時間は「20分以内」が多い

通勤手段（主な居住エリア⇒主な勤務エリア）

主な居住エリア

通勤手段の割合※1

＜諫早市＞ ＜時津町＞ ＜長与町＞

車・バス 鉄道 徒歩 自転車等 車・バス 鉄道 徒歩 自転車等 車・バス 鉄道 徒歩 自転車等

中央地域
中央東部 95.4％ 4.6％ 0.0％ 0.0％ 略 略

中央北部 100％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 66.0％ 28.2％ 5.5％ 0.3％ 72.6％ 27.4％ 0.0％ 0.0％

北部地域

西浦上

略

92.7％ 5.2％ 2.0％ 0.0％ 71.4％ 5.8％ 22.8％ 0.0％

滑 石 93.3％ 0.0％ 6.7％ 0.0％ 86.6％ 3.8％ 9.1％ 0.5％

三 重 100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

略琴 海 97.9％ 0.0％ 0.0％ 2.1％

東部地域 東長崎 99.7％ 0.0％ 0.0％ 0.3％ 略

・諫早IC南側工業団地

・アクロスプラザ周辺

・西諫早産業団地

・三菱電機、七工区工業団地

・10工区商業施設集積地

・イオン時津店周辺

・協和電機工業周辺

・イオンタウン長与、高田駅周辺

・長崎商業、長崎高等技術専門校周辺

・天満宮バス停周辺

主な居住エリア
通勤時間の割合※2

0-10分 11-20分 21-30分 31分以上 0-10分 11-20分 21-30分 31分以上 0-10分 11-20分 21-30分 31分以上

中央地域
中央東部 0.0％ 90.3％ 9.7％ 0.0％ 略 略

中央北部 1％ 50.4％ 48.9％ 0.0％ 0.0％ 85.9％ 14.1％ 0.0％ 51.9％ 48.1％ 0.0％ 0.0％

北部地域

西浦上

略

25.2％ 72.3％ 2.5％ 0.0％ 90.3％ 9.7％ 0.0％ 0.0％

滑 石 30.0％ 70.0％ 0.0％ 0.0％ 100.％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

三 重 0.0％ 78.1％ 21.9％ 0.0％

略琴 海 28.6％ 58.3％ 13.1％ 0.0％

東部地域 東長崎 31.8％ 67.9％ 0.3％ 0.0％ 略

通勤時間（主な居住エリア⇒主な勤務エリア）※通勤手段：車・バスの場合

※1 通勤手段別勤務者数÷長崎市から各近隣都市に通勤する者の総数

※2 通勤時間別勤務者数÷長崎市から各近隣都市に通勤する者の総数

【人流データ分析：長崎市民で、諫早市、時津町、長与町の主要勤務エリアに通勤する者の通勤手段・通勤時間（2024年5月平日）】

1

2

3

4

長
崎
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
５
０
に
つ
い
て
（
補
足
）

49

現
状
整
理

長
崎
市
の
ま
ち
の
可
能
性
と

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

取
組
み
の
方
向
性
、

参
考
事
例
集

5

用
語
集



長崎県内の主要観光地別訪問人数・訪問割合（長崎市除く）

市町名 観光地名

2019年（休日） 2024年（休日）

訪問割合※1 左記観光地訪問者

の長崎市訪問率※2 訪問割合※1 左記観光地訪問者

の長崎市訪問率※2

佐世保市 ハウステンボス 61.3％ 7.3％ 57.5％ 10.5％

雲仙市

雲仙温泉 11.2％ 15.1％ 11.6％ 20.0％

小浜温泉 4.1％ 13.2％ 5.6％ 17.5％

その他県内主要観光地 23.3％ － 25.3％ －

総数 100％ － 100％ －

E 広域連携 現状

【人流データ分析：県外居住者の県内観光地の訪問状況（2019年5月、2024年5月休日）】

※1 各観光地訪問人数÷県内各観光地訪問人数の合計

※2 各観光地訪問人数のうち長崎市内に訪問した人数÷各観光地訪問人数
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西
彼
杵
道
路
・
長
崎
南
北
幹
線
道
路
の
整
備

西
彼
杵
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

提
言
位
置

半導体関連企業の集積、

新作業団地の整備検討

長崎ベイエリアにおける

カーボンニュートラルの推進

洋上風力技能者訓

練施設の開所

民間企業による

カーボンニュートラルの推進

工業団地の分譲予定
（為石浄水場跡地）

長崎南環状線の整備

長崎総合科学大学キャン

パス整備計画
先端グリーン・デジタル理工学部(仮

称)の新設に伴うキャンパス整備計画

東長崎縦貫線

の整備

洋上風力発電事業
（西海市江島沖）

長崎港元船地区

整備構想

松が枝国際観光船埠頭

の２バース化と南山手地

区を含む周辺地区の整備

伝統的建造物(マリア園)

を活用したホテル開業

県庁舎跡地の

活用

銅座川プロムナードの

整備

市庁舎本館跡地等

の活用

歩行者利便増

進道路の指定

長崎駅前交通拠点

の整備方針の策定

大黒町地区市街地

再開発準備組合

平和公園再整備基本計画

長崎駅周辺

土地区画整理事業

長崎南北幹線道路の整備

大黒町恵美須町線

の整備

歩行者利便増

進道路の指定

歩行者利便増

進道路の指定

歩行者利便増

進道路の指定

都心部全域

脱炭素先行地域の指定

東山手・南山手地区及び稲佐山から

見下ろす市街地中心エリアの夜景観光

ランドマーク施設群

本市のまちづくりに関連する最近の主な動き
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• 長崎と諫早中心部の中間に位置

• 大学キャンパス再編の検討や諫早では

半導体関連企業集積が進み、大学や

近隣都市と連携したまちづくりが期待

• 高次な都市機能や多様な魅力がコンパクトに集積した集客拠点

• 100年に一度と称されるまちづくりにより、さらなる交流拡大が期待

A 都心部

• マリンアクティビティを体験できる豊かな自

然やリゾート施設、恐竜博物館等を有す

• 道路整備によるアクセス向上で、居住地

の魅力や交流拡大が期待

• 海洋関連産業を活かした新分野の取組

みも見込まれる

• 都心周辺に位置し、自然に恵まれ、世

界遺産構成資産等を有す

• 海洋関連産業を活かした新分野の取組

みも見込まれる

中央

• 海・山・川といった自然に恵まれ、世界遺

産構成資産などを有す

• 道路整備によるアクセス向上で、居住地

の魅力や交流拡大が期待

• 重要な漁港や農林業事業所が集積し、

広域道路を活用した企業誘致も期待

• 長崎市内の各エリアは公共交通でつながるとともに、都心部から車で１時間圏内にある

• 道路整備により、各エリア間のつながりの強化が期待

D 都心部と周辺部のつながり

B 地域拠点・生活地区

北部

東部

南部

C 斜面市街地

現状整理や本市のまちづくりに関連する主な取組みを踏まえ、エリア・ネットワークのポテンシャルを整理します。

E 広域連携

• 新幹線や松ケ枝国際観光船埠頭２バース化、広域幹線道路網の活用により、さらなる交

流人口の増加や近隣都市の産業との連携強化が期待。

• 地形的制約から暮らしやすさに課題があるが、特徴的な眺望や静謐な環境、通風・採光と

いった斜面地ならではの魅力がある

中心部から

車で53分

中心部から

車で55分

中心部から

車で18分

※中心部からの所要時間は、出発地点を長崎市役所とし、令和３年度全国道路・街路交通

情勢調査（国土交通省）を使用し算出

まとめ
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C h a p t e r  3 長崎市のまちの可能性とまちづくりの考え方

この章では、第２章で把握した現状を基に、以下の２点について整理します。

• 長崎市のまちの可能性

• テーマごとのまちづくりの考え方
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3

3-1：長崎市のまちの可能性 第2章で整理したエリア・ネットワークのポテンシャルを踏まえ、長崎市のまちの可能性を整理します。

A 都心部

B 地域拠点・生活地区

C 斜面市街地

中
央

都心周辺に位置し、自然環境に恵まれる

北
部

海・山・川といった自然環境に恵まれ、道路整備

で居住地の魅力向上も期待

東
部

長崎と諫早中心部の中間に位置し、大学や近

隣都市と連携したまちづくりに期待

南
部

マリンアクティビティ等を体験できる自然環境に恵

まれ、道路整備で居住地の魅力向上も期待

居住誘導

区域※

地形的制約が小さく、居住を誘導する

安全で暮らしやすいエリア

自然共生

区域※

空地を活用し、眺望・通風・採光といっ

た斜面地の魅力を活かしたゆとりある

居住を許容するエリア

豊富な観光資源多様な暮らし・過ごし方

高次な都市機能が集積する集客拠点

各拠点につながりがある 広域交通網の充実

歴史・文化、スポーツ、国際色

豊かなまちなみなど多様な魅力

一定の都市機能が各地域の拠点に集積

中
央

世界遺産構成資産、海の駅など

北
部

世界遺産構成資産、道の駅夕

陽ヶ丘など

東
部

ペンギン水族館、長崎街道（シュ

ガーロード）など

南
部

リゾート施設、恐竜博物館など

斜面市街地ならではの特徴的

な眺望

D 都心部と

周辺部のつながり

• 公 共 交 通 網 の 発 達
（公共交通徒歩圏人口カバー

率８割）

• 広 域 道 路 の 整 備
（西彼杵道路・長崎南北幹

線道路、長崎南環状線）

• 光回線の整備

E 広域連携

• 西九州新幹線（武雄

温泉～長崎）の開業

• 松が枝国際観光船埠

頭２バース化

• 広 域 道 路 の 整 備
（西彼杵道路・長崎南北幹

線道路、長崎南環状線）

※長崎市立地適正化計画で定める区域

1

2

3

4

長
崎
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
５
０
に
つ
い
て
（
補
足
）

54

現
状
整
理

長
崎
市
の
ま
ち
の
可
能
性
と

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

取
組
み
の
方
向
性
、

参
考
事
例
集

5

用
語
集



国外含め多様な人々と

交流・活動できる！

多様な暮らし・過ごし方を

選択できる！

様々な場所で生活サービスを

享受しやすい！

多様な魅力が多くの人・企業をひきつけ、長崎独自の暮らし・過ごし方を選択できる、だれもが安全・安心に暮らせる長崎づくり

長 崎 市 が も つ 強 み や 可 能 性 を 最 大 限 活 か し た 取 組 み を し て い く ！

各 拠 点 に つ な が り が あ る多 様 な 暮 ら し ・ 過 ご し 方

浜町アーケード商店街

長崎駅でのイベントの様子

斜
面
市
街
地

南山手の坂

鍋冠山公園からの眺め

地
域
拠
点
・
生
活
地
区

琴海戸根の桜並木 大中尾棚田

都
心
部

端島と夕陽 シュノーケリング

出典：長崎市公式観光サイト 出典：長崎市公式観光サイト

豊 富 な 観 光 資 源

恐竜博物館 端島（軍艦島）

平和祈念像

長崎スタジアムシティ

グラバー園

長崎くんち

世界新三大夜景 ランタンフェスティバル

ペンギン水族館 滝の観音出津教会堂 大野教会堂

都
心
部

北
部

南
部

東
部

広 域 交 通 網

の 充 実

市内全域で大容量高速の

データ通信が利用可能

新幹線開業 観光船埠頭2バース化 広域道路網の整備

出典：長崎県「土木部の概要」

長 崎 市 の ま ち の 可 能 性

区 分 カバー率(%)

全国平均 41

地方都市圏

政令市 74

概ね50万人 62

概ね30万人 48

長崎市 80出典：長崎市「立地適正化計画」

公共交通徒歩圏人口カバー率

大浦天主堂眼鏡橋
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み ら い の 長 崎 に 向 け た 、 エ リ ア と ネ ッ ト ワ ー ク の 視 点 ご と の ま ち づ く り の 考 え 方

多 様 な 魅 力 が 多 く の 人 ・ 企 業 を ひ き つ け 、

長 崎 独 自 の 暮 ら し ・ 過 ご し 方 を 選 択 で き る 、

だ れ も が 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る 長 崎 づ く り

将来都市構造を踏まえ、５つのテーマ（エリア・ネットワークの視点）を設定

A 都心部

B 地域拠点※１・生活地区※２

C 斜面市街地

エリアの視点 ネットワークの視点

D 都心部と周辺部のつながり

E 広域連携

都心部

地域拠点・

生活地区

斜面市街地

都心部と周辺

部のつながり

広域連携

エリアの視点

ネットワークの視点

人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む

求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く り

豊 か な 自 然 な ど の 魅 力 を 感 じ 、

地 域 な ら で は の 暮 ら し 方 や 過 ご し 方 が

で き る エ リ ア づ く り

広 域 で 連 携 し な が ら 、 観 光 客 や 働 く 人 、

住 む 人 を 呼 び 込 む ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

眺 望 の 良 さ や 静 か な 環 境 な ど の 魅 力 を

感 じ 、 斜 面 地 な ら で は の 暮 ら し 方 や 過 ご

し 方 が で き る エ リ ア づ く り

だ れ も が 円 滑 に 移 動 で き 、

ど こ に 住 ん で も 十 分 な 生 活 サ ー ビ ス を

受 け ら れ る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

A

B

C

D

E

※１ 地域拠点：将来的にも都心部・都心周辺部を補完する商業・業務・行政・福祉などのサービスを担

うべき地域

※２ 生活地区：地域コミュニティの中心であり、将来的にも公共交通により都心部・都心周辺部・地域

拠点との連携を図る地区

ネットワーク

広域連携

ネットワーク

都心部と周辺部のつながり

エリア

都心部

エリア

斜面市街地
エリア

地域拠点

エリア

生活地区

エリア

生活地区
エリア

生活地区

エリア

生活地区

エリア

生活地区

エリア

生活地区

エリア

生活地区

エリア

地域拠点

エリア

地域拠点

A

E

B

B

BC

D

3-2：みらいの長崎に向けて1
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C h a p t e r  4 取組みの方向性、参考事例集

この章では、第３章で整理したエリア・ネットワークごとのまちづくりの考え方と、現状分析や市民意見などを踏まえ、

テーマごとに「まちづくりの方針」と「取組みの方向性」を記載しています。また、関連する他都市の参考事例を掲載しています。
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エリアの価値創造に取

り組もう

人中心の楽しい都市

空間を創出しよう

主 な 状 況 や 問 題 点 方 針

場所によっては、交流や多様な

活動を生み出す空間が不足

魅力的な回遊動線や交通結

節機能が不足

⚫ 人が自然に集う場

所がない。

⚫ 芸術などを共有・披

露する場や若者が

遊ぶ場所が少ない。

⚫ 「交流」という言葉に留まら

ず、出会いを意図的に創

出することが重要。

⚫ 若者やチャレンジする人材

を集め、地元企業や人材

との交流を仕掛け、まちを

魅力的に変えていくことが

必要。

⚫ 歩道が歩きにくい、

休憩場所や街路樹

が少ない。

⚫ お店を楽しみながら歩け

る環境があると良い。

⚫ 浜町に行かなくなっ

た。

⚫ 臨海部で買い物が

完結する。

⚫ 観光と暮らしの間には文

化やクリエイティブな要素

が融合しやすく、これを

テーマにしたまちづくりやビ

ジネスの発展が期待され

る。

歴史文化等の多様

な資源がコンパクト

に集積

臨 海 部 を 中 心 に

100年に一度のまち

づくり

特 に ま ち な か （ 浜

町）の歩行者通行

量が減少

まちなかの空き店舗

の増加

商業業務系建物の

減少

長崎駅周辺は60分以上滞在人口が増加

傾向で、浜町周辺は減少傾向

低未利用地が駐車

場に転換

交流や多様な活動を

生み出そう

方針Ⅰ

方針Ⅱ

方針Ⅲ

人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む 求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く りA 都心部

【現状】 【市民意見など】
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参
考
事
例

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●世代を超えてつながりがあるまちになってほしい●来訪者から刺激をもらえる

まちになってほしい●海外との交流が活発なまちになってほしい●若者の第３の

居場所をつくってほしい●気軽にイベントを開ける交流スペースがほしい●官民

連携し、民間企業の施設などにおいても若者のたまり場をつくる●浜町に気軽

に立ち寄れるまちなか広場があると良い●みち遊びができる仕組みをつくれると

良い

【意見交換会】

⚫ 世代を超えてつながりがあるまちになってほしい。そのために、

民間の空き地などを利用し、世代間のつながりができるフリー

スペースや観光客が休憩できる空間や様々な世代が過ごし

やすい公園が必要。（１回目）

⚫ 来訪者から刺激をもらえるまちになってほしい

⚫ 海外との交流が活発なまちになってほしい

⚫ 訪日外国人観光客との交流の場が必要（意見交換会）

⚫ 人材の交流でまちを活性化する取組みが必要（意見交換

会）

⚫ 公園や道路を滞在空間として活用してほしい（意見交換

会）

⚫ 浜町に気軽に立ち寄れるまちなか広場があると良い（意見

交換会（若者））

⚫ みち遊びができる仕組みをつくれると良い（意見交換会

（若者） ）

⚫ サードプレイスをつくってほしい（意見交換会）

⚫ 民間企業の施設などにも若者が滞在できる空間がほしい

（意見交換会（若者） ）

⚫ 若者の第３の居場所をつくってほしい（意見交換会（若

者） ）

⚫ 中高生の居場所づくりをしてほしい（意見交換会）

⚫ 外国人と交流できる場所がほしい（OH）

人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む 求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く りA 都心部

交 流 や 多 様 な 活 動 を 生 み 出 そ う方針Ⅰ

東遊園地の再整備 ～賑わいのある人が主役の公園へ～兵庫県神戸市
①居場所づくりや交流が生まれる空間の創出

市民や来訪者が心地よく過ごせる場所や交流が生まれる空間の創出。 ➢ 東遊園地の概要

➢ 社会実験を重ね、再整備プランを検討

➢ ParkーPFIの活用と公園全体のリニューアル

⚫ 神戸市中心部に位置する約2.7ヘクタールの都市公園。

市民の憩いの場やイベント会場（神戸ルミナリエ、阪

神淡路大震災1.17のつどい等）としても利用されてい

る。

⚫ 神戸市では、「都心・三宮再整備」の取組みの中で、

回遊性向上の拠点としてさらなる日常的なにぎわいや

利活用の創出を図るため、東遊園地の再整備を行い

ました。

<東遊園地の位置>

⚫ 再整備の検討にあたり、民間と連携しながら、芝生化

実証実験やにぎわい創出事業（名称：アーバンピク

ニック）といった社会実験を実施。

⚫ 社会実験の結果を、東遊園地再整備検討委員会に

フィードバックし、再整備のプラン検討を行う。

※公募設置管理制度：都市公園でカフェやレストランなどを設置して運営する代わりに、その周辺の広場や園路などを一緒に

整備してもらう制度。

ParkーPFIで民間事業

者が設置したにぎわい

拠点施設

「URBAN PICNIC」

Befor After

Befor After

Befor After

【意見交換会】将来のまちの姿

⚫ 世代を超えてつながりがあるまちになってほしい

⚫ いろんな世代が過ごしやすい公園があるまちになってほしい

⚫ 来訪者から刺激をもらうまちになってほしい

⚫ 海外との交流が活発なまちになってほしい

【意見交換会】取組み

⚫ 人材の交流でまちを活性化する取組みが必要

⚫ サードプレイスを確保する取組みが必要

⚫ 中高生の居場所づくりが必要

⚫ 海外から来た方との交流の場が必要

⚫ 公園や道路を滞在空間として活用してほしい（意見交換

会）

⚫ 浜町に気軽に立ち寄れるまちなか広場があると良い（意見

交換会（若者））

⚫ みち遊びができる仕組みをつくれると良い（意見交換会

（若者） ）

⚫ 民間企業の施設などにも若者が滞在できる空間がほしい

（意見交換会（若者） ）

⚫ 若者の第３の居場所をつくってほしい（意見交換会（若

者） ）

⚫ 外国人と交流できる場所がほしい（OH）

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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⚫ 2019年には施設設置と20年間の運営を基本とした公募設置管理制度（ParkーPFI）※

の事業者を公募。

⚫ 2021 年 10 月 か ら 東遊 園地の 再整 備に 着手し 、 北側 エリ アと に ぎわ い 拠点施 設

（URBANPICNIC）の整備が完了し、2023年4月にリニューアルオープン。2025年4月には

「みちひろば」の水景施設の一部をオープンし、多くの市民の憩いの場として利用されている。

出典：神戸市「東遊園地の再整備」を基に長崎市作成



参
考
事
例

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●民間の空き地などを、世代間のつながりが生まれるフリース

ペースや、観光客が休憩できる空間として活用する取組みが

必要●公園や道路をたまり場として活用

【意見交換会】将来のまちの姿

⚫ 該当意見なし

【意見交換会】取組み

⚫ 民間の空き地などを、世代間のつながりができるフ

リースペースや観光客が休憩できる空間として活用

する取組みが必要

⚫ 様々な世代が過ごしやすい公園があるまちになって

ほしい（意見交換会）

⚫ 【再掲】公園や道路を滞在空間として活用してほ

しい

民間活力を取り入れた公園の管理 ~富山城址公園~富山県富山市

✓官民対話 を通 じ た

環境づくり

✓能動的な提案と機会

創出

✓対等なパートナーシップ

の実践

トライアル・サウンディングを通じて

官民連携の機運を高め、民間事

業者が参画しやすい環境を構築

しています。

行政は民間の意見を聞くだけで

はなく、実現可能な提案は確実

に反映し、対等なパートナーとして

協働しています。

民間事業者には、行政の動きを

待たず、柔軟な発想で積極的に

提案し、新たな機会を創出する

姿勢が求められます。

出典：富山市「官民対話のススメ～新しい官民連携のカタチ～」を基に長崎市作成

②公共空間や低未利用地などの柔軟な活用

公共空間やオープンスペース、低未利用地などを多様化するニーズなどを踏まえて

柔軟に活用。

人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む 求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く りA 都心部

交 流 や 多 様 な 活 動 を 生 み 出 そ う方針Ⅰ

Check ~参考事例における連携・協働の工夫~ ※実施主体へのヒアリング等により長崎市作成

城址公園は市中心部の広大な総合公園で富山

城を象徴とする公園ですが、利用者低迷により維

持管理費に対するパフォーマンスの低さが課題と

なっていました。

民間事業者に公共施設を暫定的に使

用してもらい、実際の集客性や採算性を

確認していただく取組み。

綺麗だけど人がいない・・・

指定管理者として、トライアル・サウンディングに参加した２グルー

プが共同で参画し、様々な取組みを推進している。

事業者のメリット 自治体のメリット

られる

確認できる など

る

る気運を醸成できる

ど

◼ トライアル・サウンディング実施状況

Befor After Befor After

トライアル・サウンディングのその後

民間アイデアや活力を活用し、公園全体を総合

的かつ戦略的に一体管理するパークマネジメント

を導入。維持管理費縮減や来園者数増加、中

心市街地の賑わい創出を目指す。

維持管理費の縮減 来園者数の増加

中心市街地の賑わい創出

富山城址公園パークマネジメントの導入

トライアル・サウンディングとは？

公園のビジョンやコンセプトを提案！

複数の所管課が直営等で管理

➢富山城が象徴的な市を代表する公園だが…

➢ 民間活力を取り入れコストパフォーマンスと賑わい創出を

➢ 官民連携の可能性を調査するトライアル・サウンディングの実施

民間の提案企画実施を積極的に支援！
※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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参
考
事
例

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●創作活動が溢れるまちになってほしい●創造的な活動ができるまちに

なってほしい●文化の香りあふれる長崎になってほしい●エンターテインメ

ントを享受できるフリースペースをつくる●学生が集まりやすい新大工商

店街に文化・芸術を発信できる場をつくる●アートに触れられる機会の

創出●芸術や音楽のイベントを増やす●多様な文化に触れられる空間

をつくる●行政お墨付きのアーティスト登録制度●プロスポーツチームがあ

ることは大きな魅力

【意見交換会】将来のまちの姿

• 創作家たちの活動拠点が至るところにある、

創作家たちの創作活動が溢れるまち

【意見交換会】取組み

• エンターテインメントを享受できるフリースペー

スをつくる取組みが必要

• 学生が集まりやすい新大工商店街に、文

化・芸術が発信できる取組みが必要

• 芸術や音楽のイベントを増やす取組みが必

要

• アートに触れられる機会の創出が必要

• 文化の香りあふれる長崎になってほしい（意

見募集）

ＫＯＢＥまちなかパフォーマンス
アーティストの活動機会の創出やまちの魅力向上

兵庫県神戸市

Check ~参考事例における連携・協働の工夫~

✓各主体が得意分野で力を発揮する役割分担

行政
• アーティストの審査・登録

• 公認会場の認定と公共施設の提供

• 活動時のアーティスト負担の軽減(警察

協議などの各種手続きを一括実施)

※実施主体へのヒアリング等により作成

民間
• 民間施設の会場提供

• 各種イベント等への登録

アーティストの出演依頼な

どによる支援

アーティスト
• 文化芸術・エンターテインメント

に触れる機会の創出

• 市民への文化的価値の提供

スポーツ、音楽、アートなど、まちづくりと親和性の高いコンテンツを活用した

賑わいを日常的に創出する取組みの推進。

③ スポーツや文化芸術などを活用した賑わいの創出

出典：神戸市「KOBEまちなかパフォーマンス」を基に長崎市作成

人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む 求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く りA 都心部

交 流 や 多 様 な 活 動 を 生 み 出 そ う方針Ⅰ

＜会場の条件＞

⚫ 審査に合格したアーティスト（登録アーティスト）が、まちなかの神戸市公認の場所で、音楽演

奏やダンス、大芸道などのパフォーマンスを披露できる制度です。

⚫ アーティストの活動機会の創出や市民が文化芸術やエンターテインメントに気軽に触れられる機

会の創出、まちの魅力向上を目指しています。

⚫ 公共空間だけではなく、広く音楽演奏やパフォーマンスを行う場を随時募集している。

⚫ 神戸市内の屋外空間（公開空地、商店街

など）のほか、屋内でもイベントスペースなど日

常的に市民が自由に出入りできる開かれた空

間であること。

⚫ ミュージシャン等の登録アーティストが屋外ライブ

等のパフォーマンスができること。

⚫ 原則、登録アーティストが投げ銭やCD等の物

販ができること。

⚫ 無償で会場使用できること。

⚫ パフォーマンス時に、現場管理や警備誘導など

の人員配置が不要なこと。 等

➢ ＫＯＢＥまちなかパフォーマンスとは

➢ 公認会場の募集

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●人が歩きやすいまちになってほしい●子連れ

のお母さん、障害者、高齢者の方々など、だれ

もが歩きやすいまちになってほしい●歩きやすい

過ごしやすい道路空間に再編する●中島川に

桜並木を整備●美しい緑が多いまちになってほ

しい●主要観光地や駅周辺、ランドマーク周辺

の歩道に木陰がほしい●コンパクトな市街地を

活かした歩きたくなるまちづくりをしてほしい●子

どもが散歩できるような日影があると良い●回

遊しやすい、回遊が生まれる通りがあると良い

●まちなかまで人の流れを生み出すようなとおり

をつくる

●まちの一等地や商業地に建つマンションの１

階部分は、販売サービス業を誘導

●公園や道路をたまり場として活用

●道路空間に勉強や仕事ができる机や椅子を

確保する

●みち遊びができるような仕組みをつくる

●モビリティで海を感じながら移動できる手段が

あると回遊しやすい

●電動自動車の導入

【意見交換会】将来のまちの姿

⚫ 歩いて暮らせるまちになってほしい

⚫ 徒歩でも過ごせるまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 歩きやすいまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 子持ちのお母さんや障害者の方、高齢者の方など、だれもが歩きやすいまちに

なってほしい（意見交換会）

【意見交換会】取組み

⚫ 歩きやすく、過ごしやすい道路空間に再編する取組みが必要

⚫ 国道34号（歴史文化博物館～県美術館）を文化の通りとする

⚫ 歩きやすい、分かりやすい道路整備が必要（意見交換会（若者））

⚫ コンパクトな市街地を活かした歩きたくなるまちづくりをしてほしい（意見交換

会（若者））

⚫ 美しい緑が多いまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 歩道に樹木がなく、日影がない。子どもが散歩できるような日影があると良い

（個別聞き取り）

⚫ 暑すぎて外出が億劫であり、ランドマーク周辺の歩道に木陰がほしい（意見

募集）

⚫ 歩かないと消費は生まれない、いかに歩いてもらえるかが大事（個別聞き取

り）

⚫ 回遊しやすい、回遊が生まれる通りがあると良い（OH）

⚫ まちなかまで人の流れを生み出すようなとおりをつくるべき（OH）

⚫ 都心部に緑を増やしてほしい（OH）

人 中 心 の 楽 し い 都 市 空 間 を 創 出 し よ う方針Ⅱ

①人に優しく緑を感じる空間の創出 ②沿道の魅力向上

道路空間再編や歩きやすい歩道整備など、人中心

の安全・安心・快適な道路空間の創出。

建物の１階をまちに開かれた空間とするな

ど、沿道の魅力の向上。

人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む 求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く りA 都心部

【意見交換会】取組み

⚫ まちの一等地や商業地に建つマンションの１階は、販売サービス業を誘導して

ほしい

⚫ 建物の美観を意識した取組みが必要（OH）

⚫ 道路空間に勉強や仕事ができる机や椅子を確保する取組みが必要（意見

交換会（若者））

⚫ 【再掲】公園や道路を滞在空間として活用してほしい（意見交換会）

⚫ 【再掲】みち遊びができる仕組みをつくれると良い（意見交換会（若者） ）

③空間の柔軟な活用 ④移動の支援

多様な用途や使い方に対応できる道路空間

とし、地域の賑わいを創出。

まちの賑わいを感じながら移動できる手段の導入。

⚫ モビリティで海を感じながら移動できる手段があると回遊しやすい（意見交換

会（２回目））

⚫ 電気自動車を導入する必要（意見交換会（２回目））

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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人 中 心 の 楽 し い 都 市 空 間 を 創 出 し よ う方針Ⅱ

人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む 求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く りA 都心部

参
考
事
例

出典：松山市「花園町通りリニューアルパンフレット、みんなで歩いて暮らせるまちづくり（街路整備）」を基に長崎市作成

賑わいと交流を育む広場を備えた道路へ再整備 花園町通り愛媛県松山市
公民連携プラットフォーム

アーバンデザインセンター大宮（ＵＤＣＯ）
埼玉県さいたま市

出典：「UDCO－さいたま市」、「UDC initiative」、国土交通省「官民連携まちづくりポータルサイト」を基に長崎市作成
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人 中 心 の 楽 し い 都 市 空 間 を 創 出 し よ う方針Ⅱ

人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む 求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く りA 都心部

参
考
事
例

出典：宮崎市「グリーンスローモビリティ「ぐるっぴー」について」、環境省「全国のグリスロ導入事業事例集」を基に長崎市作成

乗って楽しい、見て楽しい、そして便利

まちなか回遊モビリティ
宮崎県宮崎市

✓スモールスタートで関係者を段階的に巻き込む
社会実験などの小規模な取組みから始め、徐々に企業などを巻

き込み、協賛サポーターを獲得するなど、継続的な運行を推進。また、

子どもをターゲットとした取組み（小学生以下無料、グッズ販売等

のイベント）で、親子連れを中心にリピーターを獲得している。

✓協賛企業との対話の場
協賛企業と行政による意見交

換・交流の場を設定し、連携を強

めている。

<運賃・運行コース>

<運営体制・仕組み>

⚫ 宮崎市では、郊外の大型商業施設進出により、市街

地の求心力が低下。

⚫ そこで、宮崎駅西口再開発にあわせ、駅からまちなかへ

の賑わい波及を目的に、グリーンスローモビリティを導入。

まちのシンボルとして人気を集めています。

<グリーンスローモビリティの特徴>

⚫ １乗車100円（小学生以下は無料）

⚫ まちなかを平日15分間隔（一部時間帯を除く）、

休日12分間隔で運行しており、毎月４千人以上

の方が乗車。

⚫ 宮崎市まちなかグリスロ運行協議会（関係する８団体で構成）が実施主体となり、宮崎交

通株式会社へ運行を委託。

⚫ 宮崎市が運行経費を補助（４／５上限 ※予算の範囲内）。

➢ グリーンスローモビリティ「ぐるっぴー」
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Check ~参考事例における連携・協働の工夫~ ※実施主体へのヒアリング等により作成



【意見交換会】将来のまちの姿

⚫ まちづくりを普段から話す場所があるまちになってほしい

【意見交換会】取組み

⚫ まちのコーディネートスペースやコーディネーターがいる場所を確保す

る必要がある

⚫ まちづくりを普段から話す場所があるまちになってほしい（意見交

換会）

⚫ 普段からまちづくりについて議論できる場所が必要（意見交換

会）

⚫ まちのことを教えられる意見交換の場が必要（意見交換会）

⚫ まちの担い手を育成するシステムが必要（意見交換会）

⚫ 人材育成や人材を発掘する仕組みが必要（意見交換会）

⚫ 新しい取組みを行うにしてもプレイヤーがいないため、プレイヤーを

増やす仕組みが必要（意見交換会（若者））

人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む 求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く りA 都心部

エ リ ア の 価 値 創 造 に 取 り 組 も う方針Ⅲ

参
考
事
例

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

市
民
意
見
・
ま
ち
づ
く
り
の
動
き

●まちのコーディネートスペースやコーディネーターがいる場所を確保●まちづ

くりを普段から話す場所があるまちになってほしい●まちの担い手を育成

するシステムが必要●新しい取組みを行うにしてもプレイヤーがいないため、

プレイヤーを増やす仕組みが必要●図書館や大学、文化施設などをより

市民に開かれた創造の場にする

様々な主体が連携し、良好な環境の保全とエリア価値の維

持・向上を目指す体制の構築。

公共施設や歴史的建造物などを活用

して、価値創造の取組みを支える場を

確保。

②取組みを支える場の確保①エリアの価値を維持・向上させる体制の構築

公民連携プラットフォーム

松山アーバンデザインセンター（UDCM）愛媛県松山市

⚫ 創造的な活動ができるまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 図書館や文化施設などを、市民に開かれた創造的活動の場に

する取組みが必要（意見交換会）

⚫ アートに触れられる機会を創出する必要（意見交換会）

⚫ 創造的な活動の周知やPRが必要（意見交換会）

⚫ 創作家たちの活動拠点が至る所にある創作活動が溢れるまちに

なってほしい（意見交換会）

⚫ スモールビジネスを始めやすいまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 平和に関連する産業を生み出す取組みが必要（意見交換会

（２回目））

⚫ 簡単にチャレンジ（起業等）できる仕組みがほしい（意見交換

会（２回目））

⚫ やりたいことを仕事にできる仕組みが必要（意見交換会（若

者））

●創造的な活動ができるまちになってほしい●創作家たちの活動拠点が至る所にある創作

活動が溢れるまちになってほしい●スモールビジネスを始めやすいまちになってほしい●図書館

や文化施設などを、市民に開かれた創造的活動の場にする取組みが必要●アートに触れら

れる機会を創出する必要●平和に関連する産業を生み出す取組みが必要●簡単にチャレ

ンジ（起業等）できる仕組みがほしい

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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出典：「松山アーバンデザインセンター」を基に長崎市作成



人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む 求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く りA 都心部

エ リ ア の 価 値 創 造 に 取 り 組 も う方針Ⅲ

参
考
事
例

創造性をまちづくりに生かす創造都市施策神奈川県横浜市

✓多様な主体をつなぐ中間支援機能とネットワーク形成
文化芸術と社会を横断的につなぎ、文化芸術活動を通じた地域資源の再発見や地域課題の解決を図る。

中間支援機能の充実
市民・民間企業・NPO・アーティスト・クリ

エーターを支援する体制を強化している。

人材ネットワーク形成の推進
創造的活動を行う人材同士をつなぐネッ

トワークづくりを推進している。

Check ~参考事例における連携・協働の工夫~ ※実施主体へのヒアリング等により長崎市作成
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出典：横浜市「文化芸術創造都市・横浜」を基に長崎市作成



豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

生活地区居住者は、地域拠点で一定の生

活サービスを享受

⚫ 自宅近くのお店が無くなり不便。

⚫ 遊び場が少ない、ニーズを反映できていな

い公園が多い。

⚫ 廃校舎等の既存ストック活用が課題

⚫ 免許返納した後の移動手段が少ない。

⚫ 交流できる場がない。

⚫ 中心地から離れた地域の生活の質が低

下している。

暮らしやすさを確保しよ

う

魅力ある暮らし方・過ご

し方を提供しよう

豊かな自然など地域の

魅力を活用しよう

生活サービス関連事業所の減少

都市計画区域内の１人当り都市公園面

積は基準以上

公共施設の再編が進められている

路線バスの減便・路線廃止

県内への主な転出理由は「居住環境」

市内全域で光回線が利用可能

⚫ 若者が住みたいと思う住宅が少ない。

⚫ 子育てしやすい環境になってほしい。

⚫ テレワークなど多様な働き方ができる環境

整備を求める意見が多い。

豊かな自然や世界遺産構成資産が存在

⚫ 自然や観光資源を活かしきれていない。

⚫ 周辺部にも多くの魅力がある。

⚫ 都心部にはない魅力がある。

⚫ 交流人口を波及させるように考えてほしい。

現 状 ・ 問 題 点 方 針

【現状】 【市民意見】

方針Ⅰ

方針Ⅱ

方針Ⅲ

空き家が多い
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参
考
事
例

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●買い物が便利なまちになってほしい●様々な施設にアクセスできる生

活しやすいまちになってほしい●地域医療に力を入れる●医療機能の充

実を図る●都心部と生活地区をつなぐ交通整備の取組みが必要

⚫ 地域医療に力を入れる取組みが必要（意見交換会）

⚫ 医療機能の充実を図る取り組みが必要（意見交換会）

豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う方針Ⅰ

生活・交通・観光機能の一体化「和紙の里」ハブバスターミナル埼玉県東秩父村

①都市機能の維持・向上 ②交通の要衝としての整備

地域の生活を支える拠点として、商業や医療など

の都市機能の維持・向上。

生活地区と都心部・近隣都市をつなげる交通の

要衝として整備。

地域拠点関連

⚫ 都心部と生活地区をつなぐ交通整備の取組みが必要（意見

交換会）

地域拠点関連

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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参
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取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●交通が不便な場所をつくらない●乗合タクシーの乗降場を増やす●ラ

イドシェアの推進●高齢者の乗降を手助けする交通サービス●コミュニ

ティバスを増やす●便利で安く移動できる仕組みづくり●ライドシェアの取

組み●だれもが気軽に外出できる仕組みをつくってほしい

⚫ コミュニティバスを増やしほしい（意見交換会）

⚫ 公共交通事業に参入しやすいよう規制緩和をしてほしい（意

見交換会）

⚫ タクシー券の配布枚数を増やしてほしい（意見交換会）

⚫ ライドシェアの取組みが必要（意見交換会）

⚫ 高齢者の乗り降りを手助けする公共交通サービスが必要（意

見交換会）

⚫ だれもが気軽に外出できる仕組みをつくってほしい（意見交換

会）

⚫ 様々な施設にアクセスできる生活しやすいまちになってほしい

（意見交換会）

⚫ 公共交通だけでなく、自家用車や自転車などによる移動を強

化する必要（意見交換会（若者））

⚫ 便利で安く移動できる仕組みづくりが必要（意見交換会（若

者））

⚫ 乗合タクシーなどの仕組みが必要だと思う（OH）

社会福祉法人による移動手段の確保島根県松江市

豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う方針Ⅰ

③地区内の移動支援

車がなくても移動できる手段の確保や体制の構築。

地域拠点関連 生活地区関連

時速20㎞未満で公道を走ること

ができる電動車を活用した小さな

移動サービスであり、その車両も

含めた総称です。

<事業実施の特徴>

島根県松江市で、社会福祉法人みずうみと「エコ×ユニ

バーサルなまちづくりを考える会」が運行主体となり、高齢

化が進む高台住宅団地の移動手段として、グリーンスロー

モビリティを運行。

社会福祉法人が高齢者の多い高台住宅団

地でグリーンスローモビリティを運行 グリーンスローモビリティとは？

直接的な利用料金ではなく、広告収入や協

賛、寄付という形で収入を得て、長期安定的

な運営ができるように工夫

長期安定的な運営の工夫

有償運行の運転者は社会福祉法人職員が担い、無償運行時は高齢ボランティアや障害者就

労訓練対象者も採用し雇用の場を創造

高齢者や障害者の雇用の場を創造

車両にIoT機器を搭載し、ドライバーとオペレーターが通話できるほか、車両位置や車内外の様

子をオペレーターが把握でき、管理や相乗り利用を容易に

デジタル技術の活用

車両愛称 Re×hope

導入車両
カート型タイプ（4人乗り）×２台

カート型タイプ（7人乗り）×１台

運行地域 郊外住宅団地

運行目的 生活交通

運行形態 デマンド型 区域運行

運行日時 平日のみ 9：30～14：00

運賃
無償運行（12：30～14：00は運賃

100円）

運行主体

社会福祉法人みずうみ

エコ×ユニバーサルな松江のまちづくりを考

える会

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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出典：国土交通省「グリーンスローモビリティの導入と活用のための手引き」、環境省「グリーンスローモビリティ」を基に長崎市作成
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民
意
見

●買い物が便利なまちになってほしい●地域交流の場を増やす取組み

が必要●移動販売業への支援●人々が気軽に悩みなどを話し合う場

の確保が必要●自宅近くでちょっとした買い物ができると助かる●生活

サービスを改善してほしい

豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う方針Ⅰ

⚫ 地域交流の場を増やす取組みが必要（意見交換会）

⚫ 買い物が便利なまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 移動販売を支援してほしい（意見交換会）

⚫ 人々が気軽に悩みなどを話し合う場の確保が必要（意見交

換会（若者））

⚫ 自宅近くでちょっとした買い物ができると助かる。（OH）

⚫ 生活サービスを改善してほしい。（OH）

④住民が集まりやすい場所の多機能な活用

生活地区の公共交通の乗継拠点など、住民が集まりやすい場所を多機能に活用。

生活地区関連 拠点となる施設とバスを多機能に活用 ~ホイホイ便~宮崎県西米良村

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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出典：西米良村「中山間地域における貨客混載「ホイホイ便」の取り組み」を基に長崎市作成
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る
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民
意
見

●子どもが遊べる場所の整備●子育て世帯向けの公園整備●公園・

広場の全体的な見直し●公園を充実させる●子どもを安心して遊ばせ

ることができる公園の確保●子どもも大人も一緒に楽しめる公園や施設

を増やす取組みが必要●利用されていない公園が多いためテーマ別で公

園の役割を設定する●日影がなく、遊具も暑くて遊べないため、ちょっと

した日影があると良い●自然に触れあいながら遊ぶ施設が不足している

●子どもが遊べる場所（全天候型など）があると良い

豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う方針Ⅰ

⚫ 子どもが遊べる場所の整備が必要（意見交換会）

⚫ 子育て世帯向けの公園を整備してほしい（意見交換会）

⚫ 公園・広場の全体的な見直しが必要（意見交換会）

⚫ 公園を充実させる取組みが必要（意見交換会）

⚫ 子どもも大人も一緒に楽しめる公園や施設を増やす取り組み

が必要（意見交換会）

⚫ 子どもを安心して遊ばせることができる公園があるまちになってほ

しい（意見募集）

⚫ 利用されていない公園が多いためテーマ別（スケートボード、子ど

も優先、表現活動など）で公園の役割を設定する（意見交

換会（若者））

⚫ 公園に日影がなく、遊具も暑くて遊べない。ちょっとした日影が

あると良い。通年使えるような工夫があると良い。（個別聞き

取り）

⚫ 子どもや大人が遊べるような場所が少ない（OH）

⚫ 遊べる場所を充実させるべきだと思う（OH）

⚫ 自然に触れあいながら遊ぶ施設が不足している（OH）

⚫ 子どもが遊べる場所（全天候型など）があると良い（OH）

春木川公園整備運営事業大分県別府市

⑤ ニーズを反映した憩い・遊び場の確保

小規模公園等を、住民ニーズを踏まえ再編・改善するなど、満足度が高い憩いや遊び場の確保。

地域拠点関連 生活地区関連

⚫ 長期未着手となっていた公園用地を、

公募設置管理制度(Park-PFI)を活

用し、公園全体を整備・管理運営し

ている。西側エリアは、立体都市公

園制度を活用することで、公園機能

とともに、商業機能も確保している。

➢ 公募設置管理制度(Park-PFI)とは

<整備前の様子>

➢ 立体都市公園制度とは

➢ 民間活力により、市負担なしで新たな価値を創造

⚫ Park-PFIと立体都市公園制度を活用することで、市は建設事業費を支出せずに、公園整備

や商業施設の誘致を実現した。市には、商業施設の土地使用料も入り、公園の維持管理

費も削減している。

<整備後の様子>

西側エリア

東側エリア

西側エリア

東側エリア

施設：

スーパー、サッカーコート、

クラブハウス、駐車場

施設：

飲食・売店、駐車場、

広場、トイレ、管理事

務所

出典：別府市「春木川公園整備運営事業」を基に長崎市作成

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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⚫ 都市公園において飲食店、売店等の公園施設（公募

対象公園施設）の設置又は管理を行う民間事業者を、

公募により選定する手続き

⚫ 事業者が設置する施設から得られる収益を公園整備に

還元することを条件に、事業者には都市公園法の特例

措置がインセンティブとして適用される

出典：国土交通省「公募設置管理制度（Park-PFI）について」

⚫ 適正かつ合理的な土地利用の促進を図る上で必要があ

る場合には、都市公園の区域を立体的に定めることで、

都市公園の下部空間に都市公園法の制限が及ばない

ことを可能とした制度（都市公園法第20 条）

A 地下利用型：公園の下に駐車場等を設けることが可能

B 屋上型 ：商業施設等の施設の屋上に公園を設ける

ことが可能

C 人工地盤型：人工地盤の上に都市公園を設置すること

が可能



豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う方針Ⅰ

参
考
事
例

横尾地区公園リニューアル長崎市

⚫ 長崎市の横尾地区の公園においては、施設の老

朽化や少子高齢化により、住民の方々のニーズと

施設の機能が適していない状況が見られていた。

⚫ そこで、同地区の９つの公園の機能や設備のリ

ニューアルを図るため、地域住民とのワークショップを

開催。

⚫ 今後の横尾地区の将来像や公園の使い方を住民

の方々と一緒に考え、公園のリニューアルを進めて

いる。

<中学生とのワークショップの様子>

➢ 地区内の公園リニューアルに向けたワークショップ

➢ リニューアルした公園

<全体マップ>
ワークショップに基づき公園の役割や設備・機能を整理

<山の木公園> <横尾元村公園>

<パースや模型をもとに議論>

パースや模型を用いて、整備内容の議

論や空間整備方針を検討

模型は、長崎大学工学部の学

生らが作製
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参
考
事
例

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●まちの担い手を育成するシステムが必要●人材育成や人材を発掘す

る仕組みが必要●地域を元気にする魅力的・特徴的な人材を活かす

仕事につながる・母親とつながる・地域につながる

民間主体の「シェアアトリエつなぐば」
埼玉県草加市

⚫ 幅広い世代が集まるまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 自然を活かしたまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 緑あふれるまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 若者向けの低廉な価格の住宅を確保してほしい（意見交換

会）

⚫ ワークライフバランスを実現できる取組みが必要

豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

魅 力 あ る 暮 ら し 方 ・ 過 ご し 方 を 提 供 し よ う方針Ⅱ

① 地域再生の担い手の確保

住民に近い立場から地域再生に取組む担い手の確保。

地域拠点関連 生活地区関連

「シェアアトリエつなぐば」のきっかけ

⚫ 住宅街の中の、公園に面した場所にある「シェアアトリエつ

なぐば」は、つなぐば家守舎株式会社が設置・運営されて

います。

⚫ “欲しい暮らしは私たちでつくる”という想いのもと、２階建

てアパートをリノベーションした「シェアアトリエつなぐば」には、

個室、テーブル、カフェスペース、キッチン、屋外スペースなど

からなるシェアアトリエがあり、子連れでも気兼ねなく利用

できる場所を目指しています。
古い２階建てアパートをリノベーションした

「シェアアトリエつなぐば」

「 シ ェ ア ア ト リ エ つ な ぐ ば 」 の コ ン セ プ ト

仕事につながる 母親とつながる 地域につながる

様々なクリエイターの集まる場

多くの刺激に囲まれ、良いものが

生まれる環境

働きながら母親同士のコミュニティが生まれる場

みんなで子供を見守りながら、女性が生き生きと働け

る環境

地域のにぎわいが集まる場

世代、性別と分け隔てない多世代

の人の交流が生まれる環境

畳の小上がりでは、子供たちが絵本を読

んだり、遊んだり自由に過ごしている

⚫ 店内中央には、子供が自由に過ごせる小上がりの畳スペースが

あり、店内のどこからでも子供を見守れます。

⚫ そこにはたくさんの子供たちがいて、ここにいるすべての人が家族

のように一緒に子育て、暮らし、仕事をしていく。そのような想い

でつなぐばを運営されています。

公共空間とシェアアトリエつなぐばが一体となり

交流やにぎわいを生み出している

⚫ 店内にはカフェを設け、食を通すことで世代や性別を越え

て誰もが分け隔てなく入りやすい場としています。

⚫ また、「シェアアトリエつなぐば」の目の前は公園で、公園

の一部も管理運営されており、アトリエの一部として開放

するほか、毎月1回マルシェ「つなぐ八市」を開催し、地域

のにぎわいを生み出すハブとしても機能しています。

⚫ つなぐば家守舎株式会社の代表取締役小嶋氏が、草加市が主催したリノベーションスクー

ルで、建築に関する講師を頼まれたことがきっかけ。そこで、当時、草加市の女性創業スター

トアップ事業「わたしたちの月３万円ビジネス」に参加していた松村氏と出会い、女性が子

連れで働ける場所をつくりたいという話を聞き、「シェアアトリエつなぐば」つくることにした。

➢母親が子連れで自由に働けるシェアアトリエ

➢利用者同士が子供を見守りながら仕事ができる

新しい日常をつくる

➢地域のにぎわいが生まれるハブのような場へ

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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出典：つなぐば家守舎「シェアアトリエつなぐば」を基に長崎市作成
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取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●安心して子育てと仕事が両立できる環境づくり●ワークライフバランス

を実現できる取組みが必要●子育てしやすい仕組みをつくる●コワーキン

グスペースを都心部以外にもつくってほしい●リモートワークできる場所がな

い●自宅近くでちょっとした買い物ができると助かる

⚫ 子育てに強いまちになってほしい（意見交換会）

⚫ ワークライフバランスを実現できる取り組みが必要（意見交換

会）

⚫ コワーキングスペースを都心部以外にもつくってほしい（意見交

換会（若者））

⚫ 子育てしやすい仕組みをつくってほしい（意見交換会（若

者））

⚫ 安心して子育てと仕事が両立できる環境づくりを進めてほしい

（意見募集）

⚫ 若者が住みたくなるまちとなるために、テレワークなど多様な働き

方ができる環境整備を求める意見が多い（市民アンケート）

豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

魅 力 あ る 暮 ら し 方 ・ 過 ご し 方 を 提 供 し よ う方針Ⅱ

② 職住育機能が近接したまちへ転換

自宅近くで、日常生活や仕事ができるよう、職住育近接型のまちへ転換。

地域拠点関連 生活地区関連 職住育近接型のまちづくり鹿児島県鹿児島市

⚫ 住宅団地では人口減少や高齢化が顕著に

進み、店舗減少やバス減便など、様々な地

域課題が発生

住宅団地などの主要道路沿道を居住環境向上用途誘導地区に指定することで、働く場や日

用品販売店舗、子育て施設など（居住環境向上施設）の立地を促進。

◼ 土地利用規制緩和の対象エリア

居住環境向上施設に限定して用途規制や

容積率の緩和を行う一方、それ以外の建

築物については従前通りの規制を適用する

ことにより、居住環境向上施設を有する建

築物の建築を誘導することを目的とする地

区

◼ 居住環境向上施設の一例

➢ 職住育近接型のまちづくりが求められる時代

➢ 職住育近接型のまちの実現に向けた土地利用規制緩和

居住環境向上用途誘導地区とは

コワーキングスペースや店舗、

保育所などを誘導！

居住環境向上施設に限定して誘導が可能！

⚫ テレワークが徐々に広まるなど、ライフス

タイル変化に対応したまちづくりが求め

られる

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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出典：鹿児島市「職住育近接型のまちづくりに向けて」を基に長崎市作成



参
考
事
例

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●自然を活かしたまちになってほしい●緑あふれるまちになってほしい●若

者向けの低廉な価格の住宅を確保してほしい●ワークライフバランスを実

現できる取組みが必要

豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

魅 力 あ る 暮 ら し 方 ・ 過 ご し 方 を 提 供 し よ う方針Ⅱ

⚫ 【再掲】まちの担い手を育成するシステムが必要（意見交換

会）

⚫ 【再掲】人材育成や人材を発掘する仕組みが必要（意見交

換会）

③地域ならではのライフスタイルを実現できる環境づくり

都市と地方を行き来する二地域居住の実現など、地域の特性を活かしたライフ

スタイルを実現できる環境づくり。

地域拠点関連 生活地区関連

出典：栃木市「二地域居住へのアプローチ」を基に長崎市作成

空き家バンクや移住体験施設などを活用した二地域居住の推進栃木県栃木市

➢ 二地域居住の背景と必要性

➢ 栃木市の強みを活かした二地域居住のアプローチ

豊かな自然と新鮮な農産物 約１時間で都心に行ける交通網

首都圏へのアクセスが良

い栃木市は、東京駅へ

は最短約55 分、新宿駅

までの直通電車もあり、

都内への通勤・通学が可

能。市民を対象とした通

勤・通学に対する交通費

の一部を補助している。

空き家バンクの活用

栃木市の空き家バンクは登録物件数が多く、

低価格帯の物件も多数登録しており、購入価

格を抑えた物件探しに最適。

主な生活拠点とは別の特定の地域に生活拠

点をもうける暮らし方です。テレワークなどの多

様な働き方の普及により、地方の活性化や

都市部の過密緩和が期待されます。

二地域居住とは

移住と異なり、仕事や子どもの学校を変えずに地方暮らしを体験しやすいため、ハードルが低いの

が特徴です。栃木市では、移住の第一歩として二地域居住を推進しています。

移住との違い
出典：国土交通省「二地域居住推進の取組事例集」

移住体験施設で移住・二地域居住体験

栃木市空き家バンクの実績

移住体験施設を利用して栃木市での生活を体

験できる。

• 1泊2,000円、最長1カ月30,000円の利用料

• 栃木市での生活を体験しながら物件を探すこ

ともできる

• 利用時に通勤も可能、Wi-Fi完備でテレワーク

も可能

古民家と蔵を移住体験宿泊施設として整備

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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参
考
事
例

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●スモールビジネスを始めやすいまちになってほしい●使われていない公共

施設を利活用出来る取組みを行ってほしい●周辺部にお金を落として

もらえるような仕組みを考えてほしい●一次産業の生産者のつながりをつ

くり、新たな魅力を創出する

豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

豊 か な 自 然 な ど 地 域 の 魅 力 を 活 用 し よ う方針Ⅲ

⚫ 【再掲】スモールビジネスを始めやすいまちになってほしい（意見

交換会）

⚫ 小さいながらも地域資源を活かした様々な魅力を生み出し、そ

うした魅力を繋げて発信していく取組みが必要（OH）

⚫ 【再掲】使われていない公共施設を利活用出来る取組みを

行ってほしい（OH）

⚫ 【再掲】周辺部にも交流人口を波及するよう考えてほしい

（OH）

⚫ 【再掲】周辺部にお金を落としてもらえるような仕組みを考えて

ほしい（OH）

⚫ 【再掲】一次産業の生産者のつながりをつくり、新たな魅力を

創出する取組みが必要ではないか（OH）

公共・民間施設を使用したマルシェ

ぶらり・みよし軽トラ☆マルシェ
愛知県みよし市

①地域資源を活用した取組みの推進

公共施設などの余剰空間を活用したチャレンジショップなど、地域資源を活用した

取組みの支援。

地域拠点関連 生活地区関連

➢ ぶらり・みよし軽トラ☆マルシェとは

⚫ みよし市では、公共施設や民間施設を利用し、年間7回（5月から12月の間）軽トラックの

荷台などを店舗に見立てた朝市を開催しています。

⚫ 市内で作られた野菜や果物、加工品や雑貨など手作り品を販売できる場所を手軽に提供す

ることで、地産地消の促進や地場産業の発展を目指しています。

⚫ 多くの出店者（民間事業者）に参加いただけるよう、出店料を無料としています。

〈軽トラマルシェの様子〉

出典：みよし市「ぶらり・みよし軽トラ☆マルシェ」を基に長崎市作成

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。

1

2

3

4

長
崎
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
５
０
に
つ
い
て
（
補
足
）

76

現
状
整
理

長
崎
市
の
ま
ち
の
可
能
性
と

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

取
組
み
の
方
向
性
、

参
考
事
例
集

5

用
語
集



参
考
事
例

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●地域資源を活かしたまちづくりを進めてほしい●一次産業に力を入れてほしい

（ブランド化など）●一次産業の生産者のつながりをつくり、新たな魅力を創出す

る●周辺部にも交流人口を波及するよう考えてほしい●周辺部に交流人口を波

及させるためには、小さいながらも様々な魅力をつなげ発信していく取組みが必要

●長崎の食や自然をもっとアピールすべき●空きスペースや公共施設を活用し、交

流創出や多様な活動の実現を図ってほしい●メインとした目的地以外にも追加の

観光体験を提案できるといい●若者が自然に触れ合える新しい遊び場がほしい

豊かな自然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

豊 か な 自 然 な ど 地 域 の 魅 力 を 活 用 し よ う方針Ⅲ

⚫ 地域資源を活かしたまちづくりを進めてほしい（意見交換会）

⚫ 廃校舎を活用する取組みが必要（意見交換会）

⚫ 空きスペースや公共施設を活用し、交流創出や多様な活動の実現を

図ってほしい（意見交換会（若者））

⚫ メインとした目的地以外にも追加の観光体験を提案できるといい

（意見交換会（若者））

⚫ 一次産業に力を入れてほしい（ブランド化など）（OH）

⚫ 使われていない公共施設を利活用出来る取組みを行ってほしい

（OH）

⚫ 長崎の食や自然をもっとアピールすべき（OH）

⚫ 周辺部にも交流人口を波及するよう考えてほしい（OH）

⚫ 周辺部にお金を落としてもらえるような仕組みを考えてほしい（OH）

⚫ 一次産業の生産者のつながりをつくり、新たな魅力を創出する取組

みが必要ではないか（OH）

既存建物や空き地等を活用した観光客を呼び込む滞在体験施設など、地域の

魅力に触れられる場の確保。

②地域の魅力に触れられる場の確保
地域拠点関連 生活地区関連 利活用可能な空家を地域活性化の核として活用

尾道市空家等活用促進モデル事業
広島県尾道市

出典：尾道市「尾道市空家等活用促進モデル事業補助金」を基に長崎市作成

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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斜面地ならではの魅力

を活用しよう

車道幅員４メートル未

満の道路が多い
⚫ 高齢者の生活を支援す

る視点も重要

眺望の良さや静かな環境などの魅力を感じ、斜面地ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりC 斜面市街地

⚫ 買い物弱者対策や災害

時の対応が課題

⚫ 行政による住まいの誘導

が必要

⚫ 空き家はあるが住む場所

がない

⚫ 斜面地を区画整理し、若

い人が適切な価格で住む

まちになってほしい

多くの空き家が存在

多くの高齢者世帯が居

住

⚫ とにかく昇り降りが大変

⚫ 車が入れない場所が多い

⚫ まちに降りないと買い物が

できない

⚫ 斜面地から都心部に行き

やすい移動手段を確立

⚫ 斜面地からの眺望は観

光資源として活用できる

⚫ 斜面地からの景色を眺

められる素敵なお店もあ

る

⚫ 車が通らない道路に接

道する空き家活用は限

界がある

⚫ 静謐な環境は子育てに

適している

安全で暮らしやすい場

所での暮らしを推進し

よう

斜面地に合った暮らし

やすさを確保しよう

平坦地と比べ地価が安

い

現 状 ・ 問 題 点 方 針

【現状】 【市民意見など】

眺望の良さなどを活か

した民間事業者の取組

みがある

方針Ⅰ

方針Ⅱ

方針Ⅲ
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参
考
事
例

眺望の良さや静かな環境などの魅力を感じ、斜面地ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりC 斜面市街地

安全で暮らしやすい場所での暮らしを推進しよう方針Ⅰ

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●若者・学生が住むまちになってほしい●体力がある人や若者が、低廉

な価格で斜面地に安く便利に住むまちになってほしい●安全に暮らせる

斜面地になってほしい●斜面地を区画整理し、若い人が適切な価格で

定住するまちになってほしい

未利用ストックなどを活用した環境づくり

空き地・空き家等を区画再編するなどし、市場価

値のある住宅ストックなどを確保。

⚫ 垂直エレベーターを増やし、斜面地を再生する取組みが必要

（意見交換会）

⚫ 斜面地エレベーターが必要（意見交換会）

⚫ 車が通れる道路を整備する取組みが必要（意見交換会）

①既存ストックを活かした交通環境の改善

既存の道路インフラを活用し、車が通る道路を整

備するなど、交通環境の改善。

⚫ 若者が空き家にすむまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 学生が斜面地に住みやすいまちになってほしい（意見交換

会）

⚫ 体力がある人や若者が低廉な価格で斜面地に安く・便利に住

むまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 安全に暮らせる斜面地になってほしい（意見交換会）

⚫ 斜面地を区画整理し、若い人が適切な価格で定住するまちに

なってほしい（意見募集）

⚫ 若者が長崎ならではの空間で暮らすまちになってほしい（意見

募集）

⚫ 若い人が住む場所として活用してはどうか。（OH）

専門家が集まって空き家の流通促進

空き家流通促進プラットホーム
奈良県生駒市

空き家

1,444棟を確認！

売りたい・貸したいと考えている人が多い一方、

「買い手が見つからない」「事業者の情報が

欲しい」という声がある！

空き家等実態調査を実施したところ・・・

① 市が保有する空き家情報をプラットホームに提供

② 一つ一つの物件についてカルテを作成し、オーダーメイ

ドで対応方針を提案

③ プラットホームを中心に専門家が協力し、流通促進

に向けた具体的支援をワンストップで実施

空き家所有者（申込者）
空き家情報の提供

自治体
プラットホームの申込窓口で、空き

家所有者の意向を聞き取り、プラッ

トホームに情報提供

プラットホーム
案件に応じて適切な専門家が担

当につき、売却・賃貸を支援

STEP①

STEP②

STEP③

申込者
空き家

所有者

自治体
プラット

ホーム

STEP①

STEP②

STEP③

空き家を売りたい！貸したい！でも、買い手が見つからない…

専門家が集まって空き家の流通を促進する

「いこま空き家流通促進プラットホーム」を構築！

いこま空き家流通促進プラットホーム

プラットホームの構成

生駒市と不動産流通関連団体で連携協定を

締結し、プラットホームを設立

３つの合わせ技が全国初！

プラットホームによる流通支援の大きな流れ

出典：生駒市「いこま空き家流通促進プラットホーム」を基に長崎市作成

斜面地に合った暮らしやすさを確保しよう方針Ⅱ

方 針 Ⅰ 関 連 方 針 Ⅱ 関 連

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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参
考
事
例

眺望の良さや静かな環境などの魅力を感じ、斜面地ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりC 斜面市街地

安 全 で 暮 ら し や す い 場 所 で の 暮 ら し を 推 進 し よ う方針Ⅰ

ランドバンク事業 ～空き地・空き家をコーディネート～広島県

空き家・空き地などの未利用ストックを隣接地や前面道路と一体として捉え、小規模での区画再

編を連鎖させて、接道状況や土地形状の改善を図り、良好な居住環境整備につなげる事業

➢ ランドバンク事業とは

➢ ランドバンク事業のスキーム

➢ 大まかな事業の流れ

✓地域の力を活用した情報収集 ✓買い手ニーズの可視化による不安解消
事業候補地の選定では、自治体データだけで

は不十分であることから、地元住民組織に協

議会に参画いただき、地域の実情に精通した

情報を提供いただく仕組みを構築している。

民間事業者の「区画再編後に買い手がつくか」という

懸念に対し、ワークショップで買い手ニーズの見える化を

行っている。

Check ~参考事例における連携・協働の工夫~ ※実施主体へのヒアリング等により長崎市作成

出典：広島県「行政・住民協働型のまちづくり（広島型ランドバンク事業）」を基に長崎市作成
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眺望の良さや静かな環境などの魅力を感じ、斜面地ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりC 斜面市街地

斜 面 地 に 合 っ た 暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う方針Ⅱ

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●斜面地の空き地活用●斜面地から都心部に行きやすい移動手段を確立

●ドローン配送や移動販売車による取組み●移動販売業の支援●車が入ら

ない場所を次世代モビリティで移動●移動しやすいモビリティの導入●空き地

を周辺住民の共有地として活用・管理

参
考
事
例

②未利用ストックの多機能な活用 ③移動の支援

狭い道でも走行できるモビリティ等を活用した移動

支援の導入促進。

空き地などの未利用ストックの多機能な活用。
⚫ 斜面地から都心部に行きやすい移動手段を確立する取組みが

必要（意見交換会）

⚫ 車が入らない道路を次世代モビリティで移動できるような取組み

が必要（意見交換会）

⚫ 移動しやすいモビリティを導入する必要（意見交換会（若

者））

⚫ 斜面地のアクセスをどうにかしてほしい（OH）

⚫ 斜面地の空き地を活用する取組みが必要（意見交換会）

⚫ ドローン配送や移動販売車による取組みが必要（意見交換

会）

⚫ 空き地を周辺住民の共有地として活用・管理できれば良い

（意見交換会）

⚫ 【再掲】移動販売を支援してほしい（意見交換会）

出典：さいたま市「まちづくりにおける駐車場政策あり方検討委員会施設デザインWG シェア型マルチモビリティ

の取組と交通政策」を基に長崎市作成

⚫ 「大宮ぷらっと」とは、電動アシスト自転車やスクーター、小型電気自動車といったモ

ビリティのシェアリングステーションと、移動販売出店スペースやテント出店といった商

業機能が併設した、交通と生活サービスのプラットフォームです。

⚫周辺エリアの回遊性向上や地域住民の交流促進などに寄与しています。

➢ モビリティのシェアリングステーションと商業施設を含む交流拠点

交通と生活サービスのプラットフォーム「大宮ぷらっと」埼玉県さいたま市

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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眺望の良さや静かな環境などの魅力を感じ、斜面地ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりC 斜面市街地

斜 面 地 な ら で は の 魅 力 を 活 用 し よ う方針Ⅲ

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●旧魚の町団地のようにチャレンジする人が集まるような場所になってほしい●

良い景色を眺められる公園やお店、展望スペースがある場所になってほしい●

若者向けのコワーキングスペースがあると良い●坂の上の歴史を大事にし、歴史

的な建物を活用するまちになってほしい●空き家の活用の支援●斜面地の空

き地の活用（コミュニティガーデン）●空き家・空き地を活用したい

参
考
事
例

⚫ 旧魚の町団地のようにチャレンジする人が集まるような場所になってほし

い（意見交換会）

⚫ 良い景色を眺められる公園やお店、展望スペースがある場所になって

ほしい（意見交換会）

⚫ 坂の上の歴史を大事にし、歴史的な建物を活用するまちになってほし

い（意見交換会）

⚫ 若者向けのコワーキングスペースがあると良い（意見交換会）

⚫ 【再掲】スモールビジネスを始めやすいまちになってほしい（意見交換

会）

⚫ 斜面地の魅力をもっと活用してほしい（OH） 斜面地の魅力を活用した取組みの支援

建物用途規制の緩和などにより、斜面地の魅力を活用する取組みの支援。

さかのうえん（坂＋農園）長崎市

➢ さかのうえんとは

⚫ 「さかのうえん」とは、斜面市街地の空き地を地域資

源と捉え、昔のように人の手が入った畑に戻しながら、

そこに現代のニーズを織り込んでいく取組み。

⚫ まちづくり活動団体「長崎都市・景観研究所／null

（以下、null）」を中心に、地元自治会や近隣の高

校生など、様々な方々の協力を得ながら取組みを展

開。

⚫ 現在、長崎市の中新町をフィールドに地域コミュニティ

と連携し、5つのさかのうえんを運営している。

➢ 事業の仕組み

➢ 多様な方々との交流の場に

⚫ 地域の方から空き地

の管理を受託し、市

民農園として整備。

貸し出し用区画を設

け、市民に月500円

で貸出を行っている。 地権者

草刈りなど

管理が大変

まちづくり団体(null)

無償で貸してもらえ

れば管理しますよ

市民農園として貸出し

⚫ 借りている人同士で農作業後に収穫後の野菜をその場で調理し、交流を深めたり、また、収

穫体験、植え付け体験などの学びの場としての提供や交流バーベキューなどのイベントなども不

定期で開催している。

⚫ そのほか、長崎由来の野菜を栽培するなどして、伝統野菜の情報発信なども行っている。

収穫作物を調理し交流を深める！ 学びの場にも 長崎伝統野菜

出典：長崎都市・景観研究所／null 「さかのうえん」を基に長崎市作成

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。

⚫市民や民間等の積極的取組の展開
取組みのポイント

眺望の良さなど斜面市街地の魅力を活かした取組みイメージ

民間
• 魅力的なコンテンツ提供や地域活力を引き出す取組み

• 空き家や空き地等の持ち主と使いたい人をつなぐ取組み など

市民等 魅力的なコンテンツ提供や地域活力を引き出す取組み など

⚫まちづくりへの関わり方のステップアップ

行政
• 土地利用ルールの柔軟な見直し

• 空き家や空き地等の流通促進
• 取組事例の発信・共有 など
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眺望の良さや静かな環境などの魅力を感じ、斜面地ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりC 斜面市街地

斜 面 地 な ら で は の 魅 力 を 活 用 し よ う方針Ⅲ

参
考
事
例

地域の魅力を生かしたまちづくりを計画から実践まで体験するプログラム

まちづくり担い手育成支援事業
岐阜県各務原市

高齢化が進み、

次世代の担い手が求められている

市に関わりを持つ若い世代が、実際に地域課題に取り組む人々のまちづくり活動に参加し、地域の巻き込み

方や巻き込まれ方、課題の捉え方や活動の始め方などを体験するプログラム。

若者が担い手として

一歩を踏み出すきっかけが必要

◼ 写真：空き家を生かし、エリアを沸かす（2024年度）

これまでに、延べ106人の参加者が、実際にまちに対して自身にできることを考えて取り組まれている。令和７年度

は、令和６年度事業から内容を拡充し、計画から実践までを一貫して行う。

次世代のまちづくりの担い手が求められる

まちづくり担い手育成支援事業

若い世代が実際にまちづくり活動に参加する！

出典：各務原市「まちづくり担い手育成支援事業」を基に長崎市作成

年度 テーマ 講師

2017 KAKAMIGAHARA いっぽカフェ ～あの人のいっぽ～ （特非）せき・まちづくりNPOぶうめらん

2018 SELF BRANDING × KAKAMIGAHARA いっぽカフェ2018 同上

2019 ほかる、の？ ～規格外野菜を使ったカフェメニュー作りを体験～ ㈱フォレストファーム

2021 「わたしの楽しい！」実現プロジェクト 長月

2022 自分でつくる、住んで楽しいまち ㈱ミユキデザイン

2023 那加商店街のまち歩きMAPをつくろう ㈱リトルクリエイティブセンター

2024 空き家を活かし、エリアを沸かす つばさ商店

2025 DISCOVER KAKAMIGAHARA ～いつものまちに新しい発見を～ PEP UP CIRCLE

【これまでのプログラム】
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だれもが円滑に移動でき、どこに住んでも十分な生活サービスを受けられるネットワークづくりD 都心部と周辺部のつながり

⚫交通渋滞で外出を控えてしまう。

⚫都心部と生活地区のアクセスが悪

い。

⚫交通網の整備や渋滞対策を行っ

てほしい。

円滑な移動を支える道

路・交通ネットワークを

形成しよう

だれもが快適に移動で

きる手段を確保しよう

幹線道路に主要渋滞箇所が集中

路線バスの減便・路線廃止

⚫路線バスの減便が進み、生活が大

変。

⚫車がないと生活ができない。

⚫免許返納したいができない。

⚫ コミュニティバスがほしい。

⚫便利で安く移動できる仕組みが必

要。

現 状 ・ 問 題 点 方 針

【現状】 【市民意見】

広域道路の整備
（西彼杵道路・長崎南北幹線道路、長崎南環状線）

公共交通機関の利用者数の減少

運転免許返納数の増加

方針Ⅰ

方針Ⅱ
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だれもが円滑に移動でき、どこに住んでも十分な生活サービスを受けられるネットワークづくりD 都心部と周辺部のつながり

円 滑 な 移 動 を 支 え る 道 路 ・ 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し よ う方針Ⅰ

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●渋滞なく都心部へ移動しやすいまちになってほしい●交通網が充実したまちになって

ほしい●交通渋滞が解消されたまちになってほしい●様々な施設にアクセスできる生活

しやすいまちになってほしい●公共交通を充実させ、様々な場所にアクセスしやすくする

と、長崎の強み（歴史文化、自然、食等）が主張できる●長崎には色々な魅力があ

るのに、そこまでのアクセスが悪い●長崎市全体の公共交通によるアクセス性向上が大

事

参
考
事
例

⚫ 交通渋滞が解消されたまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 交通網が充実したまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 交通渋滞がなく都心部へ移動できるまちになってほしい（意見

交換会）

⚫ 【再掲】都心部と生活地区をつなぐ交通整備の取組みが必要

（意見交換会）

⚫ 国道34号の拡幅や東長崎縦貫線の早期整備に取組む必要

（意見交換会）

⚫ 国道499号の早期整備に取組んでほしい（意見交換会）

⚫ どこに住んでも色々なところに行ける交通網がすぐにでもほしい

（OH）

⚫ 長崎には色々な魅力があるのに、そこまでのアクセスが悪い

（OH）

⚫ 色々な魅力があるが行くまでが大変（OH）

①円滑な道路交通の確保

幹線道路網の充実や交通需要マネジ

メントなどにより、円滑な道路交通の

確保。

②公共交通のスムーズな移動を支える環境づくり

バス専用レーンの拡充などにより、公共交通のスムーズな移動の支

援。

⚫ 【再掲】長崎には色々な魅力があるのに、そこまでのアクセスが悪

い（OH）

⚫ 【再掲】色々な魅力があるが行くまでが大変（OH）

⚫ 長崎市全体の公共交通によるアクセス性向上が大事（OH）

⚫ 公共交通を充実させ、様々な場所にアクセスしやすくすると、長

崎の強み（歴史文化、自然、食等）が主張できる（意見交

換会）

幹線バス路線の強化岐阜県岐阜市

出典：岐阜市

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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⚫ 交通量など状況変化への機敏な対応
取組みのポイント

自動車専用道路の整備等により円滑な道路交通が確

保されたイメージ

⚫ 公共交通を支える道路運用

車線運用等により公共交通の速達性・定時性を向上し

ているイメージ



だれもが円滑に移動でき、どこに住んでも十分な生活サービスを受けられるネットワークづくりD 都心部と周辺部のつながり

だ れ も が 快 適 に 移 動 で き る 手 段 を 確 保 し よ う方針Ⅱ

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●だれもが公共交通機関で便利に移動できるまちになってほしい●公共交通

機関を維持できるまちになってほしい●公共交通機関の再配分を行う●ライド

シェアの推進●バス路線を再編する取組みが必要

⚫ だれもが公共交通機関で移動しやすいまちになってほしい（意

見交換会）

⚫ 公共交通機関が維持できるまちになってほしい（意見交換

会）

⚫ 路線バスの路線を再編する取組みが必要（意見交換会）

参
考
事
例

地域住民が主体となった新しい移動手段の構築
「みなとバス」

福島県

会津若松市

出典：会津若松市「湊地区地域内交通「みなとバス」をご利用ください」、

国土交通省「地域公共交通のリ・デザイン優良事例一覧」を基に長崎市作成

➢ 市と住民主体のNPOが連携し、地域内交通を構築

➢ 着実に利用者数を伸ばす

⚫ 会津若松市の湊地区では、人口減少等の地域

課題に対応するため、平成27年に地域運営組

織を設立。

⚫ 令和元年からバス路線再編に伴い、地域主体の

「みなとバス」の運行開始し、令和２年にNPO法

人化、令和３年から自家用車有償旅客運送と

して運行。

⚫ 市は、組織立上げから地域ビジョン策定や運行

経費支援など、継続的な支援を行っている。 「みなとバス」風力発電事業者からPHEV車両の寄贈や

急速充電施設の無料設置開放などの支援も受けている

運転は地域住民（NPO会員）

10名程度で分担

➢ 活発で継続的な議論を可能とする組織・

仕組みづくり

部会における議論の様子

⚫ NPOは地域住民70名程度で構成され、毎月各種会

議を開催。

⚫ NPO内には青年部会も設置され、若い世代の意見を

反映させながら運転手確保など長期的な運行体制を

構築している。

⚫ 毎年度、事業計画に基づき事業を実施

し、定期的に取組みを評価。着実に利

用者数を伸ばしている。

⚫ 路線バスとの接続性の向上など、随時

サービスの改善を図っている。
運行１日当たり利用者数の推移

✓地域の自主性を尊重しつつ、幅広い行政サポートを実施

地域運営組織は住民主体の取組みであるた

め、行政はその自主性を尊重しつつ、調整が

難しい場面では、適切な距離感を保って支

援に努めている。

Check ~参考事例における連携・協働の工夫~ ※実施主体へのヒアリング等により長崎市作成

市は地域運営組織の設立・運営を支援するとともに、

以下のような幅広く継続的な支援を実施

• 地域ビジョン策定のファシリテート

• 法定協議会の運営

• 運行経費の支援

• 運行に当たっての各種助言や地域間調整 など

①公共交通の持続可能性の向上

既存路線の効率化や見直し等を進め、将来にわたって持続可能な

公共交通の実現。

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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だれもが円滑に移動でき、どこに住んでも十分な生活サービスを受けられるネットワークづくりD 都心部と周辺部のつながり

だ れ も が 快 適 に 移 動 で き る 手 段 を 確 保 し よ う方針Ⅱ

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ 参

考
事
例

②公共交通のDXの推進

MaaSや自動運転の導入など、公共交通DXの推進。

出典：群馬県新モビリティサービス推進協議会「GunMaaS」、群馬県「 GunMaaSの取組について」を基に長崎市作成

GunMaaS（群馬版MaaS）群馬県

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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最新技術を活用した移動手段提供のイメージ

取組みのポイント ⚫ デジタル技術の活用



だれもが円滑に移動でき、どこに住んでも十分な生活サービスを受けられるネットワークづくりD 都心部と周辺部のつながり

だ れ も が 快 適 に 移 動 で き る 手 段 を 確 保 し よ う方針Ⅱ

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●様々な施設にアクセスできる生活しやすいまちになってほしい●だれも

が気軽に外出できる仕組みをつくってほしい●交通が不便な場所をつく

らない●便利で安く移動できる仕組みづくりが必要

参
考
事
例

⚫ 様々な施設にアクセスできる生活しやすいまちになってほしい

（意見交換会）

⚫ 【再掲】だれもが気軽に外出できる仕組みをつくってほしい（意

見交換会）

⚫ 交通が不便な場所をつくらない（意見交換会）

⚫ 【再掲】便利で安く移動できる仕組みづくりが必要（意見交換

会（若者））

③様々な移動手段の円滑な接続

様々な移動手段の乗継環境を向上し、スムーズな乗り換えの実現。

出典：金沢市「第３次金沢交通戦略」を基に長崎市作成

官民連携による交通結節点の整備・充実

金沢版モビリティハブ
石川県金沢市

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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広 域 で 連 携 し な が ら 、 観 光 客 や 働 く 人 、 住 む 人 を 呼 び 込 む ネ ッ ト ワ ー ク づ く りE 広域連携

西九州新幹線（武雄温泉～長崎）の

開業

広域ネットワークを形成

し、活用しよう

産業機能を増進しよう

居住機能を増進しよう

広域道路の整備
（西彼杵道路・長崎南北幹線道路、長崎南環状線）

松が枝国際観光船埠頭２バース化

九州MaaSの運用開始

近隣都市への半導体関連企業集

積

長崎市から諫早市への通勤者が増

加

⚫近隣都市への半導体関連企業進

出は、東長崎地区にとって大きいこ

とであり、近隣都市の動向を踏ま

えた、土地利用や都市基盤整備

が必要である。

⚫東長崎はベッドタウンとして利用で

きる地域である。

⚫製造業の誘致に取組んでほしい。

方針Ⅰ

現 状 ・ 問 題 点 方 針

【現状】 【市民意見】

方針Ⅱ

方針Ⅲ

⚫新幹線のフル規格化を実現してほ

しい。

⚫広域道路の整備が目に見えて進

んでいない。早く進めて欲しい。

⚫松が枝国際観光船埠頭の２バー

ス化を急ぐべきだと思う。
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参
考
事
例

取
組
み
の

方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●新幹線のフル規格化をすすめてほしい●広域道路の整備が進んでお

らず、早く進めてほしい●松が枝国際船観光船埠頭の２バース化を急

ぐべき●空港からのアクセスを改善すべき●東長崎地区にはＪＲがあ

るが、ＪＲ駅までのアクセスが悪く、本数も少ない。

⚫ 新幹線のフル規格化をすすめてほしい（OH）

⚫ 新幹線のフル規格化に向けて働きかけをしてほしい（OH）

⚫ 広域道路の整備が進んでおらず、早く進めてほしい（OH）

⚫ 松が枝国際船観光船埠頭の２バース化を急ぐべきだと思う

（OH）

広域で連携しながら、観光客や働く人、住む人を呼び込むネットワークづくりE 広域連携

広 域 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し 、 活 用 し よ う方針Ⅰ

①広域ネットワークの形成 ②県内外との連携強化

九州新幹線西九州ルートの全線フル規格や高規

格道路の整備といった広域ネットワークの形成の

推進。

二次交通の充実などにより、県内外との連携の

強化。

⚫ 広域ネットワークの早期実現と圏域拡大による効果の最大化

出典：群馬県「渡良瀬幹線道路を活かしたまちづくりの取組方針を策定しました」を基に長崎市作成

広域幹線道路を活かしたまちづくり

渡良瀬幹線道路を活かしたまちづくりの取組方針の策定群馬県

⚫ 空港からのアクセスを改善すべき（OH）

⚫ 東長崎地区にはＪＲがあるが、ＪＲ駅までのアクセスが悪く、

本数も少ない。ＪＲがもっと便利になればと思う（OH）

出典：長崎県

取組みのポイント

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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参
考
事
例

⚫ 廃校活用にあたっては、市街化調整区域内にある廃校の活用や学校敷地内の用地整理、

建築基準・消防（防火対策）、行政と民間のスピード感の違いなど、様々な課題に対応。

⚫ 行政と民間のスピード感の違いに対応するため、活用実現までの事務を短縮する工夫として、

民間提案制度（サウンディングと事業者選定を一体化した制度）を導入。また、副市長を

トップに部長級で構成する「福知山市公共施設マネジメント推進本部会議」により庁内連携

を取っている。

●企業や住宅が集積するまちになってほしい●企業をもっと呼び込んで活気あるまちにしてほ

しい●市街化調整区域の土地利用の規制を緩和する取組みが必要●企業誘致にしっかり

と取組んでほしい●働ける場所をもっと増やすべきだと思う

⚫ 企業や住宅が集積するまちになってほしい（意見交換会）

⚫ 市街化調整区域の土地利用の規制を緩和する取組みが必要

（意見交換会）

⚫ 企業をもっと呼び込んで活気あるまちにしてほしい（OH）

⚫ 企業誘致にしっかりと取組んでほしい（OH）

⚫ 働ける場所をもっと増やすべきだと思う（OH）

出典：福知山市「廃校Re活用プロジェクト」を基に長崎市作成

⚫ 福知山市では、児童数の減少に伴う学

校の再編により、平成24年度に27校あっ

た小学校が約半分の14校となり、短期

間で16校が廃校に。

➢ 廃校活用にあたり様々な課題に対応

➢ 16校のうち10校が活用

➢ 廃校Re活用プロジェクトの始動

金融機関と「公民連携促進に関する連携協定」締結

廃校と民間事業者をつなぐ「廃校マッチングバスツアー」

<廃校分布図>

バスツアーの様子。１日で複数の施設を見

ていただき、参加者は計160人を超えた。

いちご農園、カフェとして活用 キャンプ場として活用 グループホームとして活用

<活用事例（一例）>

廃校Re活用プロジェクト京都府福知山市

➢ 短期間で16校が廃校に

廃校などの大規模遊休資産等の利活用促進に向けて、

地元金融機関と公民連携促進に関する連携協定を締結。

協定に基づく取組みの一環として開催。実際に企業が活用し

ている廃校や、受け入れ可能な廃校を巡り、進出を検討する

企業と市とのマッチングを図る。

✓廃校（ストック）と企

業ニーズをつなぐ

✓庁内連携体制の強化✓スピーディーな活用実

現を推進

遊休資産と企業ニーズを効果的

につなぐため、視察と進出検討企

業との橋渡しを実施。

「民間提案制度」を導入し、活

用実現までの事務手続きを短

縮。

公共施設マネジメント推進本部

を設置し、部局を超えた連携体

制を構築。

Check ~参考事例における連携・協働の工夫~ ※実施主体へのヒアリング等により長崎市作成

広域で連携しながら、観光客や働く人、住む人を呼び込むネットワークづくりE 広域連携

居 住 機 能 を 増 進 し よ う

取
組
み
の
方
向
性

取
組
み
イ
メ
ー
ジ

関
連
す
る
市
民
意
見

●企業や住宅が集積するまちになってほしい●土地利用の規制緩和●廃校

舎の活用●製造業の誘致●企業誘致にしっかりと取組んでほしい●東長崎

はベッドタウンとして利用できる地域である。

産 業 機 能 を 増 進 し よ う方針Ⅲ

住宅立地用地の確保

広域ネットワークの形成との連携や近隣都市の産

業動向などを踏まえながら、土地利用の規制を

緩和するなど、住宅立地用地の受け皿の確保。

企業立地用地の確保

広域幹線道路網の整備との連携や近隣都市の

産業動向などを踏まえながら、土地利用の規制

を緩和するなど、企業立地用地の受け皿の確保。

⚫ 【再掲】企業や住宅が集積するまちになってほしい（意見交換

会）

⚫ 【再掲】市街化調整区域の土地利用の規制を緩和する取組み

が必要（意見交換会）

⚫ 東長崎地区はベッドタウンとして活用できる（OH）

●【再掲】企業や住宅が集積するまちになってほしい●【再掲】市街化調整区域の土地利用

の規制を緩和する取組みが必要●東長崎地区はベッドタウンとして活用できる

方針Ⅱ

方 針 Ⅱ 関 連 方 針 Ⅲ 関 連

※取組みの一例であり、参考事例も含め事業の実施を決定するものではありません。
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行政
道路整備を契機とした土地利用

施策 など

広域道路整備と連携し沿道の土地利用を

行うイメージ

⚫ 道路整備など周辺状況の変化に応じた規制緩和取組みのポイント

既存建物を活用するイメージ

⚫ 既存建物などのストックの有効活用

行政

• 既存ストックと活用したい人・企業をつな

ぐ仕組みづくり

• 既存ストックの活用を検討する人・企業

の課題解決に向けた伴走支援など

民間
行政施策と連携し、まちの魅力や活力を

引き出す取組みの検討・実施など



C h a p t e r  5 用語集
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本 編 及 び 参 考 資 料 中 で 使 用 し て い る 専 門 用 語 等 を 説 明 す る 用 語 集 を 掲 載 予 定 で す 。
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